



















は し が き
地域研究第 23桑としてr牛窓町の歴 91と現す｣を公刊する. これは,岡山県邑久郡牛窓町を対
象地とする岡山大学教育学部地域研究会 (社会科鼻音および社会科専攻･せ捗の三年次学生43名)
による縫合調査報告むである｡









年番町の人口は,1975年 10月 1日の包舞調査では,男4,468人,女5.001人,計 9,469人,
世辞数 2.614戸であるが, 1980年 10月1日の国勢調査では,男4,432人,女4.888人
計 9,320人,世帯数 2.680声である.若干の人口流出が続いているが,世相数においては若干
の増加がみられる｡
町と近隣市町村を結ぶ交通条件は,東偏西滞有料退路 (ブルーハイウエイ)まで約 6kJr,国道 2











ぞれ‡を占める状況にあるoこれは,全国的蝕 的概 と比べるならば,農 ･漁業の位鑑が･牛窓
では比較的に砿い,といえる｡
農家は,1960年 1,108戸から1975年 782戸へと30車の減少 (離農 )し,留美農家
は.655戸から185戸へと減少(72弟妹 )じlL,すなわち,離農 ･兼業化が急激に進展したO





は, 154声から85戸へ 肉用牛飼盛良家数は2 95戸から20戸へと人巾に減少し,経営合理
化 ･機械化のさびしさをノ｣くしている｡頭数は,乳用牛 481頭からl,954頭へと増加 し,肉用牛
は 443鎖から4I5頭へ と大きい変化はみられない.牛窓の酪か ま畑作蘭良 として展開し,一戸
当り飼養頭数は垢と下の以南水準となっているO
漁業は,産業就業人口の 43藤を占める地位にあるO経営体は, 1970年 167から,1977
年 142へと減少している｡噂菜は57(40虜),兼業は 83(60多 )( 1977 )であり,
小型定配網を中心とする沿岸漁業であり,のりとかきの養殖,観光釣 りな どによって,鹿茸の中で
璽要な地位を占めている｡
工業は,弔某所数が 1967年 49, 1977年 6iと増加し,また従業員数が,同期FL-J=Eこ885
人から1,055人へと192%増加 している.全県的な従業員数ののぴが, 1.03別こ比べて,午
窓の工業の成長率は極めて大きいO これには,近年における ｢一工場誘致｣による工業化とい う要殿
が指摘される｡






調査は,昭和5 3年 7月 18日から22日まで 1`泊 5日の現地合宿調査を中心として,事前 .額後
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図 11 1- 1 香川軌昏JB町膏兵衛島出土の師壌
式土器
格子目状その他の型がある｡ (図 1- 1- 1 r歴史評粛J72号からの転職による)
















彼 らが良に古 くから住みついて漸進的な進少をし,感胤を迎え,やがて段々と哀退 していったの
ではなく.現象的には突然島に現われ,忽然として偽から-i-っていったことと考えあわせる必要
があるO彼 らの宿曜した欄間は,6Lr紀中葉前後李下ら1,1･い崎朋から,7牡紀後菓及葦 7, 8世
紀の交までであるとl)塩生産という臼:会的分男の発射 こは社会的舶要が伴っていなければなら'L
い｡塩の用途は,食用以外に保存貯威恥 祭礼札 に選別と広範閲にわたった｡この磁壁 こそが
部類式製塩土掛 こよって突如として魁塩を行わせ1=ものでは/Jかろうか｡















表 1- 1- 1 前方後門卿 とついて
名 称 躍如 主 体 副 萎 晶 築成 奇石 埴倫 屈 年 的位 置 付 け
天神山古墳 90 曝穴式石室 地形利刷 有 有 4- 5世紀初
鹿歩山古墳 60 ′′ 蘇 〟 5胎紀申
児 島古 墳 70 竪穴式石室 古式須厨器 〟 有 ノ′ 5出忠後
政歌Lll古墳 50 ′′ 須恐#鉄鉱 .金鋼製品 (馬具の一部付属品) 不明 〟 6世紀初
双塚 古 墳 55 横穴式石室 ′′ 無 〟 6放た
これら牛窓湾をめくって,眼下に海面をEaおろす位掛 こある五盛の前方後門掛 こ葬 られた首長
は,5惟紀を中心とし6fL'紀にいたる問に桶野したと,班.われる｡いったいこれらの首長基の意味
するもの何であろうか｡





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































牛窓港からすぐ目前の前島まで約 300mo現在 50tフェリーが往復している｡ この水道の





討伐の帰 りに再び一行が通 りかかっr二時,牛鬼が瀞を非 うO風土記逸文によると,｢神功皇后
舟 過備前瓶上時 有大牛 仕歓擢舟 件吉明神 化老翁以井向投倒之 故名共成牛樽 今云牛












(江)(1) 事実,辛--畠においても.また他のしらく式18跡(こおいても,図 1- 11 2のよ
うTlLらく式土糖包含J糾よ,覇怒帯を伴っておりその須恵特も著 しく年代の下った
ものを見ない｡
(2)日本古典史学大系2 風土記 より引岡 二 へ







角川杏店 :近藤義郎 ･上田正昭編 r舌代の日本l第4番中国 ･四国
河tLJ,野房 :民主主義科学者協会鋼娘r足史評粛JI956年 1月号72
学生社 :西川宏r古代の国/L- 5 舌僻の固J
岡山県教育蚕艮会 :岡山県埋蔵文化財発掘詞庶報告 27 寒風古窯LiL群 1978,3






上寿,門札 北地,向山,大富,人tll.久護良 .大建,百軌 宗三,福光,長沼,五明.顔,節,
乙子,神崎,邑久郷,久久井,宿毛の31村によって形成されていた｡


























また千手寺の免田畠は 10町 1段 40代であった｡ その内訳をみると次のようになる｡
所 在 名 癌 61 備 考
'指 溝 会 免 鳴岡里 31坪胡野 0大石 3〝 15" 2′′ 6槻木 2/池田 4 束 時 名友 末来 場近 i3成 国末永 書′′安 富 薪吉 1段′′〟
御 燈 油 料 石町里 17坪 宗 元 名 2町 4葦6段 性原荘御田方
法 華 免 槻木里 3坪粟柄 14〝 30滋井 2外家 28椀 9 恒 永 名藤 光行 乃東 弘十 ,'g 1段ノノ 25代′′0 鹿忍荘′′I 〟
完伏里 3坪 安 元 名 10代
// 13坪〝 外 0穐肩甲 1 高 万 名恩 住 E. 1.F_Jtl′/ 20代
榎津 :A
如 法 経 免 姻 阿塩疾里 21坪 太 弘 名 8段1 鹿L).班′′〟 (良)･//浜 田熱価 3邑久浦′′ 郎 丸十 壌長 安正 光 .F.国 貞屯 2/′′ lO代do
引 声 免 大石里 3坪 大 崎 名 30代 鹿忍荘′′
-10-
所 在 名 面 相 備 考
山 王 免 栗栖里 14坪完伏 2 藤 光 名′′ 25代1段 鹿忍荘′′
常 行 堂 仏 伽免 堀 田 2段
阿 弥 陀 供 蕃法 常行笠行法uJ 武 光 名 1段 鹿忍荘
彼 岸 田 葛井里 8坪 9段 ′′
iEIl: 集 会 免 椀 里 4坪 行 久 名 l段 ′′
馬 上 免 完伏里 3坪 安 元 名 1段 ′′
供 養 免 3段 金岡東征
仏 名 免 鋼 [口 5段
温 免 完伏里 5坪 鹿 北 名 1段 鹿忍荘
そ の 他別音大般若免公 田 小沢里 末 弘 -名 6段 性原荘御田方嶋本並浦外家 28坪 1 lO代do10ユ 牛忽畑作国街方′′ノ鹿忍荘〟
弘法寺免Et]晶注文 (応安七年)より作成
その後 も寄進 ,開発に tよって寺前が拡けられていった｡
寄進については永徳 2年 (1382)に個性乱 平岩が盛者によって 1段,応永 29年 (14
22)に出雲守於将が 1段,宝徳 2年 (1450)に住侶阿問梨顕舜が 1段,文明 9年 (147
7)に宇宙多架日が 1段,火永6年 (1526)に宇宙多≡郎左衛門尉が 2段,享線 3年 (15
30)に大京次郎左帯門が 1段,天文 9年 (1540)に芋哲多但馬守が免料 として300文,
天文 18年 (1549)に西光妨秀好が 1段 25代.天1E3/cF-(1575)に鹿忍片山の太郎左
即 勺肘が 1段 10度文,天正 13年 (I585)に万代郷兵衛駿秀が 30代,文殊 3年 (159
4)文緑 4年 (1595)には,宇宙多秀家が合せて 140石を寄進 していることが,弘法等文
題lこよって知 られる｡
また新田開発については,天文7年 (1538)の弘法寺策新開田島横江帳によると,朗臥


















































がうかがわれ,また,義満が嵐を避けるために上陸 し,寺院に仮泊 したことが知 られる.このこ
とから,当時(こあっても牛鬼の港が内海航路の待避牡としての機能を果 していた畔実が知られる｡











(EE)(1) 弘法寺文tEF l 術前国Q項正 官々等連署禁制状'Jヲ
(2) 〝 10 弘法専衆徒等車代
(3) 〝 11 後醍醐天皇編 ET'亨
(4) 〟 12 帆滑国 五々Ti
(5) 餌茂注進雑記 微白河院庁下文










石EH三成に同心して西甲にくみし,敗北に帰すC ここに,備前 ･美作両国および播磨 ･備中の各
一部で約 50万石を領し7こ宇宙多氏は滅んだ｡その居城は押収きれ,城下町は焼かれ,残党は所
-13｢【
緑を求めて分散 ･隠遁 して土着帰虚したO彼 らのうちある著は,宇博多氏のIE堵臣で旗本に取り
立てられた戸川氏Ilどに召し抱えられたし,ある若干の者は後年池田氏の下級武士団(こ編入され,
あるいは村役人剛こ取 り立てられたのである｡一方,敗北の秀家は島津氏をT:よって薩摩に薪ち












月日をかさねて相増 ｣(1)すという乱rJのうちに,慶長 7年 10月.23歳で卒よし,嗣(-/jきた
めに断絶の非運をみた｡こうして小早川氏 も花成わずか 2年で断絶 LT=のである｡











らL,]!堤と陀近に71る｡天文 14年 10歳の時,lf秀の茶取 りとfJり†,i-長の遊び相手とされた｡伯
軌 ま天文 17年同列の児小姓と口諭して斬 り,森寺藤左即 可の許に身を隠したが,同 20年海辞
合戦で功をT=てて(言長の勘気も鰍 ナ,以来,帝左衝門は[-i輝の後見と71り,のちにそ_の鞄臣とfJ
った｡かくして,将軍義輝 と信尾との辞字を得て短期を信輝と攻めたo永緑 9年尾州木岡城に移
って,荒尾谷 3,000日,元他元年正月同大ELト城 10,000月~を領し,同年 6月姉川合戦の時,
地m氏は滅亡せんとしたが森寺父十の忠勤で免れた｡次いで天Lt6年摂津の荒木摂津守村重をう
ち,翌年花暇城を陥れた功で有馬 ･尼崎 ･花暇等の敬臥 約 10万石を加賜されて大阪在蝿,天
正10年明智光秀追討後.柴u]勝家 ･羽柴秀吉 ･丹波妓秀 らと織u]氏の四宿宅の一人とIJり,盟
IL4-
11年秀吉に加地して柴田勝家 .織田何章を滅ぼしてから美濃大垣在城 (約 13万石).Fp-J12
年秀吉が北副再糠を討たんとLl:時,秀吉に味わすべきか撒田方に付くべきか二途を迷ったとき,
伊木精兵衛の建言と秀吉の三国 (尾張 ･長波 ･三河)逓物をもってする勧誘とによって,遂に織
田家を離れていったOそして同年の良久手の倣い C･12.000人を率いて一番手とfJり,信仰 ･
之助父子は敬死する.
侶栃の子坤政は永緑 7年尾州蛸洲にLEまれ,丸T:8年尼崎在域,同 11年英独池尻在城,同 1
2年秀吉の稔で父の迎節を相続 して人垣尾坂 とJL'る｡次いで大垣J:り岐阜 (10万石)に転 じて
侍従となり,天正15年秀吉の命によぅてLtを羽柴 と改y)て羽柴三左衝門尉 と名のり,更に同 1
6年姓を捜臣に改めた｡同 18年小Frl原攻めの撒.東三河四部 152,000石を簡し,青田 (隻
疏)に在城 して吉FTl侍従と号し,産屋5年 6月官帝の上杉景勝征伐の時には.時政 も味方して奥
州に出陣し,岐長城攻落(こも忠勤を励んでいるOかくて池同氏は,先にF.T:坪時代に織田方から亀




外孫であるがゆえO-)亀遇であった｡ しかし患掛 土当時幼少 5歳であったので,実際には兄利隆が
備前の国政を監することに[-EっT=O こ こ(こ地TIl氏による岡山帝政の発端がある｡慶長 15年 2月,
輝政の三男忠雄は淡路 60,000石を嶋わったが.忠継 ･忠雄がともに幼少であったため,両対
地 とも称政の領地に等しく,かくて坤故は.甘JL:上 860,000石の大大名であったといえる｡
腰良 17年 8月坪政は1_r‥三位参議に任せられ,扱乎姓を賜わったが発 18年正月姫路城で逝去し
た｡そこで同軍 6月には家康の台針 e'軒政のIB紀は次の如く分場きれた.すなわち,利隆には宍
粟 ･赤穂 .佐伺三郡を除く播僻国 (13耶)的 t20,000,忠継には備前一国および上記の播
磨三郡合計約 380,O0O石,忠雄は従前)止り淡路国を慣有 したOところが元和元年忠継が 17
歳で卒 し,嗣丁が7,Lかっ[:た♂),忠雄が忠雛のlV筒のうら僻前一国を,播磨=_郡は輝澄 ･政綱 .
坪興の三第に各々分与きれ[=Dこの際,忠姓Iif椛前-国280,000のはかに,母良正院の化粧
田 ごあった備中の内約40,000石を合せて社有す7L,こととなり, ここに岡山育領地南 320,0
00石が催正 したわけである｡
一方,姫路藩主利隆は元卸 2年 6月,33或 E･逝去し,利降の予光政が一旦聴領を継いだが,




その後,岡山藩主忠椎は寛永 9年 4月卒去 し,子勝太郎 (光仲)はわずか 3歳であったがゆえ
に.備前は手先の国なれば幼少にては叶 うペからずとの押由で,備前と酬自両国との国番えが行
lJわれ,寛永9年 8月に家中残 らず鳥取より岡山-移 り,ここに他出光政およびその継嗣による
庵帯まで-賞する岡山藩政が発足 した0-3である｡
-I5-

































































l 大浦新EEI N ′′
奥浦村 〝 5市中区
小津村 第 15 (人)区 3番小区
明治8年 明治 22年 明治 29年 昭和 31年
併合 ･改称 市町村制実
施
第 1次町村 萌 2次町村
合併 合併
図 1-2-2 牛窓町'(-)政変愚図
(荏)｢剛 日県郡治託｣上巻 (昭和 13年発行)萌 7帝町村廃置分合および
｢怖仙 県市町村合併話｣ (昭和35年発行)によって作成
剛 日赤の地Jj-丈侃制健の特徴の一つは.魚水 9年 (1632) 8月池田光政が鳥取から岡山に
入封 した直後に,前和田民時代の前例を粍襲していわゆる地方知行制度を採用し.江戸時代を通
じて城下に居住させ.在地性をもたない家臣馴 こ地方知行を与えたことである.








慶長 6年播磨姫路城 に移 り,同 8年 37.00077を鏑し三木城主 となった｡-f長門守忠繁父につ
-L9-
いで三木城主 となり,孫忠貞O-)代にいたって元和 3年因幡に移 ったが,寛永 9年光政が備前に転
封されるに及んで陣屋を邑久郡虫明の地に墳い,天城池F]･用匝池田 ･金川日田 ･建部池田 ･佐
伯土倉 とともに,近世を通 じて岡山帝の家老職を胎盤 したのであったo
表 1-2- 1 邑久郡における我人地 と知行地 (I)
大 大庄屋組合 残 席 支 配 区 分蔵 人 地 知 行 地
組合名 大 庄 屋 名 全 知 行 地 う ち 虫 明 伊 木 知 行 地
大ケ鴫 義 左 衛 門 石 石 石 十｢ 下山田 .上山田 .山辛 .西須項 .東窮恵虫明 .偏谷 庄田 一小津 横尾 佐井田大佐
15361,963 3315,180 12046,783 7838.445
ZJ 子 文 蔵 20672.707 20032,150 640,557
尾 張 貫 太 郎 14828162 6764,668 8063,494 1953.313f向山 .古田 .大窪
下笠加 太郎~右衛門 15943,711 10317,840 5625,871 2522,728極 井 .佐山
(注)本嚢は岡山大学所蔵他｢口家文育｢邑久郡大手鑑｣によって作成 したO
表 1-2-2 虫 明伊木氏の系 譜
家 老 在 任 期 間 知 行 霜
防人様御代-慶長8卯 11月 33.000石〟/′0,′㌔ 〝ノ 伊木也後
慶長 8卯 11月～元和 2辰 8月 伊木長門
元和 2辰～寛文 12子閏 6月 伊木長門
電文 12子9月～元線 14巳 12月 伊木桶兵衛
元敢 14巳 12月～享保 5子8月 伊木特監
手際 5子9月～延耳 4卯 7月乾草 4卯 7 安永 未 10月 18日 伊相 九郎 後雷雲木性後 長門
安永4末 12月8日～寛政 9巳7月28日 伊木美称 後長門
寛政 9巳7月28日-文化 4卯 7月 伊木長門
文化 4卯 9月～同 5辰正月 .伊木尾門
文化 5辰 2月～周 ユ2亥 6月27El 伊木川之介 後亀後
文化 12亥 8月～文政 3辰 5月 伊木橋裁 後長門
文政 3辰 7月～天保 3辰 12月 伊木孝之介 後長門
天保 4巳 3日～明治 2巳 8月万延元申 12月～明治 2El-モ月 伊木助作 後芸琵石京助 若狭


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































こと被恩召慎｣とある如 く,綱政は郡方支配の琵要性を鋭き ,かかる重要な役掛 こは ｢僻見｣の
ある ｢両人ヲのけ列 二可被仰付 と被恩召侯老無之｣きものというところにあったと恩われる｡か
くして渦紋は両人に 500石ずつ足知 して田禄をつけて就任させたのである ｡これは ,この機会
に ｢都 万之仕位恩 々こて一同不成｣状態を打破 し,郡方仕愚を統一 して改革せんとしたものであ
り,服部 ･津EEL両人を郡方支配の ｢上しまり｣ とし,4人の郡奉行に対 して両人の指図をうけて
勤めるよう命じたのであるO(5)か くて ,この年に創設された郡会所を本拠 として,郡代⊥郡寧行
以下の諸役人による領民支配の横網が藤並したといえる O
(b)郡奉行
服部与三石衛門は元禄 4年に ,津田蛋二郎は同 16年に郡代を免ぜ られ ,その頃から郡方支配
の中核は郡奉行に移 っていく｡郡奉行は ,はじめ城下に居住 し郡々に用事があれば在出していた
が ,明暦元年 3月 (一説に東応 3年 11月 )から担当の郡に居住 して ,領民支配の第｢操の封任
者 として直接良民に接することとな った.それ以後郡孝行は ,一年間に 3度寄り合 っていたが ,














このような郡準J-nの主要な職掌は ,免 ･斗代を決定 し ,廻在して良民を監督 して曲事を奨励 し,
風俗の改善をはかり,村役人を監督 して正路な者 を任翁し ,その他宗門改め ･諸法度の伝達等で
あった ｡
(e)郡 目付



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































代官は .主として士鉄砲格の者が任ぜられ ,郡孝行と同様に凍応 3年郡別に場所をもち,在中
-引 っ越し,地方知行制度の変革直後の郡方支配に広範多岐にわたって式要な役割を舞せられた ｡
その特筆については,｢光政日記｣の東応 3年 12月22日集に,
一代官共二中間膜事 ,飢人牛鍵 ･儲米なとかし院弔 ,郡奉行-車多供条 ,いき
たらさる串可在之候間 ,成樫心ヲつくし.郡奉行まかせこ不仕 ,せんさく迷 ,
郡挙行二申談 ,らち明可申朕 ,ゆたん仕ましき事 ,
とある如く,郡奉行との取笹的区別が判然とせず ,時には郡奉行の役 をも勤めて代官の方が墨立
つようにみられることもあったといわれているoLかし,天和 2年正月 23日 ,
一党年少将様被仰付慌御趣意を取過 ,奉行之勤候部をも間には動る様 二成釆よ
し牌及侯 ,此段不可然慎 .向後は吾利支丹宗門攻 .納方之列一切指出中間敷
候 ,(以下略 )(7)
と代官に論じ,天和2年以後の代官の役儀は宗門改めと年貞取り5I,てに限定された｡さらに,鰭
政3年 12月の代官-の ｢ロ運塩野｣(8)によれば ,堤村への商品貨幣経済の浸透に伴 って,監民
の商人化 ･怨某孝行人の不自由化 .手作放粟などの現象が進展し,その結果 ,散田手余地の増大
と村方作人の減少を招くという封建農村の変質過程に直面し,それに対処して立て直しを戚する
上から代官の略筆は一段と蒐祝され,拡張されたのであり,今後は郡孝行の指図のFで ,
-御偶 村々役人共 ,様子二寄下方銘々耕作油断致 シ,惣て村方之惜相曹候行成
鼎,又取〆リ候赦 ,音感平生之様子村 被々的御心 ,又は散田手鯨之場所仕法
御心配御打はまり,恩敷筋-行成取虐険様可被致世話部 ,何番 こよらす御郡
寧行え御鼓 ,御郡孝行指図御酒下方為不惑敷棟数帰服相励 ,銘 貧々者共立て
作方骨折も滅年 行々直候棟数鹿部 ,
-御郡 御々林御薮所〆り向 ,一々御打廻り御吟味司被致世話 ,(附略 )
一荒所発地等之琳被附御心可燃躯 ,














ところで ,その輪番をみると,館内各郡地所的係の番務を負担する一方 ,大庄屋 ･名主 ･五人
組頭等の勤惰を検察 し,奇特人を取 り調べ ,瓜も勧掛こ心を配 り,その他帯封割賦方を調査して
不当の成課をなくし,一般争訟の軸に胴し郡代の持株をうけ百事を勘査することである｡これら
の事柄をさらに詳細に列挙すると,地所的係の"ト虜 としては郡々の地形見分 ･用水見分 ･畝改 ･
用水滞番の地攻め ･御背約所の検分 ･御林御井の取り締まり･苗掛凱拭方の調査,年頭'幽係の事
務としては加損攻 ･立毛根付見分 ･新田の免斗代の見耶 ･毛兄の際の郡奉行の添役 ･散田手余地
の吟味 ,その他宗門改めの励役 ･大庄屋以下の好投足役の吟味 ･御巡見衆の通行時の藷入用割符








権 と,段民社会においてしばしば有する特異な地位 ,すなわち一般出民と対立的な地主的 ･富商
的 ･店利控的な存在形慣とによって,村役人の基本的性格は支配者的であったといえる｡このよ
うな村役人に負わされた恥部ま,草和 3年正月村役人に対して ｢銘々役前将二人一村 を自分家内








代官の増員 と在出などは支配機構の上に要請された変革であるが ,東応 3年 11月の村役人とし
ての大庄屋の廃止及び十村肝煎の設置もその変革の一環といえよう｡
大EE屋は古来.十郡に2- 3人であったが .当時の大庄盛は .｢光政日記｣承応 3年 11月 8日
条に,｢只今ノ大庄や大かた-窟習にで .小首姓之手前其外万事横道なる事数多在之由聞-候 ,
犀以郡奉行仕様恵故と存候 ,万事打はまr)末 ･tの義まて自身簾中付候 - ､加様ニ-有ましきを,
上下速 シテ大庄やまかせこ仕候儀多故 ,横道おごりを此方より教侯 と存候事 ,｣と記されている




郡中無油断細二見分可仕事 ,柵 大庄屋任 二不仕 ,小庄屋も琳二等召寄直二穿態可仕咲 ,成
程念入可申候 ,(以下略 )829
と訓戒をあたえて .大庄屋に依存 しないで郡奉行の自主的支配を重罰し,さらに代官に対しても .
｢只今之大庄屋 ･小庄屋共 ,正路不正路なる者能見聞仕可跡 的)｣,｢小作之者にても正路成も
のを見立庄屋 二仕 ,代官 .郡奉行念頃 二仕候- ､成可申候哉之事叫 と愈じている ｡
さらに東応 3年 11月8日,光政は郡革行に対 して,｢然上-大庄やなしこ仕 ,五ケ村上ケ村
こても組合侯て ,用之義在之 -其庄屋-申過候 - ､認可申侯離 ,亦出入なと仕候井 ,右之村組中
としてあっかい可申候 ,不成時-郡奉行-可申候 ,但大庄やなくて不成子細在之 -可申候事 ,只
今の郡奉行心得 こて-,大庄尿なくて-成ましきと存も可在之候 ,心得 ヲ仕か-候 - ､可成儀と
存候僻 ,只今 ノ大庄や共 ,正路なるもの又は馳道なる者岱付上-き串h5)｣と大庄屋には斯 宴があ
るからこれを廃止 してそれに代るべき榊の小さいものを設ける志向を示し,これに対 して郡率行
ち,｢大庄や正路二御用ヲ連中候へ-一段御調法二奉存候 ,自身随分と革存内二村敏之義二御座
候付両 ,細不存義-,正助成者 二御さ候 へ.､尋険て細こしれ可中と存候待共 ,正鯖之段 しかと見
付不申侯二付 ,今度之被仰出奄廟二幸存候h6)Jと大庄島は正路な者であれば調法であるが ,その
見分けが的確にはできにくいので洋主の慈向はもっともである由を上申 している｡




岡山大学RTT蔵池田家文雄兜文7年 (1667)閏 2月改 ｢節 十々村肝解EE長頭育姓名歳改帳｣
によると,兜文 7年における邑久郡の十村肝冊 ･庄屋 ･脇百鰍ま衷 1-2-6に示すとおりであ
る ｡
しかし,この十村肝杓は天和 2年に廃止され ,かわって肝照 (-郡に2-3人 )･下肝戯 (肝
勲 1人に 2人ずつ付けられた )が敦駐された｡ついで宝永 4年 12月には ,在中の肝,.I?い 下肝,tlt
の役名を大庄屋と改め ,63人の大庄屡を穀粒 し,ここに大庄屋制は投宿 したのであった｡
ところで,邑久郡内の 80ケ村は表 1-2- 7に示したように ,22 ･23 ･19 ･16とほ
ぼ 20ケ村を単位に4つの大EE屋組合に分割稲成 されてお り,図 1-2-4をみればわかるよう
に ,地域的関係から分割されており,明治の大小区制による地域区分も大庄恩組合の行政支配区
域と密接に関係 しているといえるQ
大庄屋の取掛 こついては ,｢岡山滞制史の研究J｣に引用されているように ,nE洞 山耕村町役
人配位方其他取調欝｣には ｢部内各村名主以下ノ本務ヲ監督シ,一般人民 二礼節ヲ教へ ,筆 ヲ勧
メ憩ヲ懲 シ遊惰ヲ戚メ申盟琳ヲ励シ,若犯印 ノ老7レ-之 ヲ宵二束告シ,最貧民二注意シテ節倹
法ヲ指示シ,平素育麦等 ヲ調査シテ凶荒二僻へ,●耗他散田荒地ノ点検山林竹木 ノ取締二心ヲ用 ヒ,















































































































































































大庄屋組合 村数 村 名 明治4年 11月区 制 制 定 時
1 大庄盛大ケ嶋村 22 大ケ嶋村 .長 同 村 .閏 徳 村 .円 張 村下山田 i-.山田 山 手 LL田庄柑橘 元 T7田 北 池 西須藤 第 15(大)区
義左相 門組合 東須戯村 .虫 明 村 .福 谷 村 .間 口村庄 田 尻 海 小 津 横 尾佐井田 大 佐 1- 6番小区
2 大庄屋 乙子村 23 乙 子 村 .神 崎 村 .邑久郷村 .宿 毛 村西片岡 正 儀 久々井 大 嶋 相乗 藤 井 下阿知 上阿知 第 14(大)区
文 蔵 組 合 千 手 村 .鹿 忍 村 .年 寄 村 .大 浦 村奥 構 東宰崎 西幸崎 商事田北率田 乗車西 西 1- 7番小区
3 大庄屋尾張村落 太 郎 組 合 19 新 村 .五 明 村 .浜 村 .川 口村地 射 越 上 寺 門 前北 付 向 山 大 'EjT 福 山久志良 大 宗 三 百 田大 窪 尾 張 t包 松 第 13(大)区1-3番小区
4 大庄屋下笠加村 16 下笠加村 .上兼加村 .南 谷 村 .耳 輪 村福 永 福 岡 八日市 長 船 第 16(大)区
七サル′､ナシO｣ と要的されている｡
(b)村方三役
岡山席では ･良机 村方三役は庄屋 ･年寄 ･五人組頭と称 したが.元禄2年 10月 ,｢肝僻 ･
下肝願 ･作奉行は唯今迄之通 ,村庄屋を名主と唱 ,年寄を五人組と唱,五人組頑を判頑と唯河 申







た｡ただし ｢名主 ･五人組頭申付候節 ,大庄昼共よりも人柄宜敷者之由存寄寄掛印判 ことが定
められていた｡
名主の職夢は ,主として租税徴収方及び村乱爵掛 りの賦課 ,人馬帳の異動を担当し,村方の庶
務を統括することにあ )た｡また,判頭は王として組合各戸に関する事務を担当したO
-方 ,五人組頭は隣比相接する五家より成立 し,一家を推してその長となすものである｡その
長は,諸法度 ･捉 ･軸などの日常怠るべからざる要件を帳掛こ記録 し,署名調印の上毎年所管の
役所に差し出すことになっている｡これが五人組帳である｡この要件を列挙すれば ,租税は必ず
上納し,法令は必ず遵奉 し,キ リスト教その他葡制の宗門を信仰するもの及び犯罪人は必ず告訴





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































牛窓在席が設けられたのは兜永 19(1642)年で ,袈 1-2-8に示されているように ,
取拓無足～ 200石のものが 1人駐屯せしめられた .その職掌は,
御城米船繋之節 ,閥所在番士相攻申候 ,番所一ヶ所往来之舶を改申範は無御座候 ,陸手より
自然に他所老乗船井船より揚陸路-通り侯舌炎 .男女人数宗門等相改申候 .自他国商人職人














-当国初入之働 ,知行わりなき巳前か -ゝ匝侍下人等 ,己後給人選乱 したり共 .無策儀可召












得 していた私繊 (小作料 )を一切禁 じ,またその所持Jfl宙を小作に出すことも否定 した.この政
財 ま慶珪 9年の検地施行によっで実現 されたといえるOその際利隆が領内に施行した検地の条令
は次の如く同午後8月28日に公布された.























地をうり鹿田訂故 ,其年貢返弁口すき難成たくい多侯よしの事 ｡掬-仁愛明白のきんミを知 ,
むさとせっかん仕 ,納所ヲせつき侯故可仕様無之 ,適者なる老-皆奉行 二出跡二老人幼少女~71マ
計辞し候 故 ,其一家皆飢人となるの ミならす ,其田地-能年とても荒同前たるよし@3)
という状態であったbこれに対して溝当局は ,この零細怨の自立化をあくまで保護せんとする政
策的立場をとり.あらゆる弥縫策を誹じたOまず ,東応 3年 10月,｢田畑売買之事 ,代官に断
申 ,吟味之上こて致売買侯様可肘 拝,的｣とし,田地売買は代官-断わり吟味の上でrJなわせる
という,いわゆる代官許可制をとり,田地売矧こ関して最初の制限を加えた｡史に明層 元年には,






上は貝主としては ｢元利倍 取々返｣したことになるから完主-無nt返還せ しめることとして田畑
売買による零細農の没落を阻止し,地主的土地所有の集中化を制限することによって ,一定数の


























(2) 谷口静夫著 ｢岡山潜政史の研究｣ P323 r
(3) 法例集 巻7 (｢帝法典 1｣上 P343)
(4) 前掲 ｢岡山滞政史の研究｣ P260
(5)法例集 巻5 天和二成TE月廿六日
(｢漕法媒 ユ｣上 II270)
(6) 法例柴 巻5 (｢滞法典 1｣上 )
(7) 法例集 巻5 ( /, 1270)
(8) ,' ,I ( ,! P282)
(9) 〃 〃 ( 〃 〃 )
的 ,' ,I ( , p284)
hl) , ,/ ( /, f'261)
約 , , ( /! P260)
-55-
83法例築 巻5 (｢漕法集l｣上 P262)
叫 ,y 〃 ( ,y P261)
吐司 光政日r記
Oq '! 承応三年十一月十日
87)法例集 巻 5 (｢溝法集 1｣上 P263)
的 ) ,' ,y ( ,y )
(岬 /, , ( , )
¢o)法例集拾通 巻之≡ (｢滞法集 1｣下 P124 )
el)武州様法令 (｢漕法奨 1｣下 P931)
¢2) ,' ( 'y 'y '! )
e3)光政日記 東応3 11月8日
C4)法例輿 巻 1 (｢漕法巣 1｣下)
¢5) I, '! ( '! 〟 P9)
¢6) 光政日記 承応 3 11月 10日
e7)法例#･巻 11 (｢蒲法典 1｣上)
的 光政日記 東応3 3月 19日粂
3, 村有と年賀徴収
年番村の年貢徴収の実態を把握するにあたっては ｢免状｣を中心史料としていく｡
表 1-2-9は明腰元 (1655)年から卓和 3(1803)年までの ｢免状｣の ｢高｣,｢
残高｣以下 10項目の配職をとり上げたものである じ











この ｢免状｣にも ｢毛見下り｣がしばしば記載されているが,この ｢毛見下り｣分が最も多い
のは事保2年 ,3年の94石5斗 9升 5合であり,これは両年の ｢物成｣全体の約 17パーセン
トにも相当している｡邑久地方は遠い昔より洪水 ,干ばつ,暴風 ,地震 ,質病などの災害をくり





? ?? ? ?? ?? ? ?? ?? ? ?
? ? ? ? ?
?








? ???? ?? ?
















表 1-2-9 年寄村 ｢免状｣
午 苗 残 高 田 柘 物 成 畑 面
明僧元 石1145:29 8/〟9 1y53 31 0/i88 2.8 43; 石1050;84 4 石406:69 7 石231:81 8 石643;14 7
2 1052;23 3 405 31 5 231 03 0 646 91 8
3万治元2寛文 1051:00 1〟/I 404393 41 9〟52 7 2301610 51 976 8/〟 646 58 2〟39; 7 9 5 4 3 5 5
3 1042:84 5 393 10 4 157 24 2 649 74 3
45678910 1039:70 4〟41 05 3124;3 8 76 .2 0 3906 25 9〟9 1 15676 10 4〟6 972 0 6496587 44 5〟79 4152 82 9
ll 1063…90 2 396 78 6 166 65 0 66770 11 6〟29 734123延宝 4 4:86･〃8 2 5〟80 59 78403 4〟52 82 5 79 0 4〟38 26 3
-58-
物 成 毛 見 下 り 残 物 成 定 米 合 残 定 米
石237こ96 5 石J I2弓94 0i 石308:00 4 石356.48 5 35092石 】;63 5:50 0
239 36 0 457:71 2 515 17 6
2391 23 6〟8 4 329∃69 66 1100:〟ー 5 1 37941721 43 501 430 0
219 48 8 358;39 9 409 90 3 381 10 3
220 91 2 336'09 0 386 25 6 357 45 6
220 81 1 354i89 0 406 19 0 377 39 0
220 81 2 348;46 6 399 37 5 370 57 5
226 37 0 335io6 3 355 10 5 326 40 5
230 55 3〟22 8 365:25 4 387 16 9 356 98 7
l34.1 25 4( 361 72 9 331 54 7
389…68 6l 413 06 8 382 88 6
236 87 4 347い 80 410 83 5 380 55 3
236413 82 6〟30 74 5 384!77 9 407 86 6 377 68 4
l385;28 0 408 39 7 378 21 5
376;91 2I 399 52 8 369 34 6
ー394L78 9 418 27 7 388 29 5
I228:il o 241 79 6 211 61 4
3134 1 6 34 2 02 31
309 57 7〟75 36 0 I537!74 1 570 00 6 539 82 4il 10 15 58 8 46 52 4 16 34 2
45L'44 2 478 52 9 448 34 7
482!14 5I61云36 4 489 87 404 6 4298 69 286 4
l530137 4 562 29 7 532 00 5
433…81 07 512 62 6 482 44 4
532い32 7 564■58 5 534 43 0
531:42 8i 563 35 6 533 17 4
528:52 8 560 24 0 530 05 8
523;58 2I 5 4 99 7 403 4
午 宿 銭 函 田 宿 物 成 畑 拓
-60-
物 成 毛 見 下 り 残 物 成 定 米 合 残 定 米
31009:1;石167 0〟/82 623 21石1;20 2 石523!49 4 石544;90 4 石402.17 0
Sol:71 4 537 81 8 370 11 7
5 01 7 518 47 7 549 58 6 390 85 2
0 89 1 522 69 1 554 05 3 402 69 6
57266〔) 47 352 21 91 4 465 83 7 493 78 8 338 20 4
531 38 5 563 26 8 533 08 6
525 91 2 557 46 8 527 28 6
47 3 09 1 501 40 2 471 22 0
530 54 1 562 37 4 532 19 2
422 54 1〟3 2 447 89 4〟 168 3 417 71 2〟50 1
422 26 7 447 60 3 417 42 1
530 26 5 562 08 2 531 90 0
530 25 3 562 60 8 531 88 6
508 41 2 538 91 6 508 73 4
35 96 3 68 12 0 537 93 8
317 73 0 536 86 1 568 86 1 538 67 9
317 89 5〟63 2 476 58 0 505 17 5 474 99 3
47946 34 259 5〟6 1 385 87 4 409 02 6 378 84 4
63 21 3 491 00 6 60 84 2
317 71 5〟/y 462 86 5 490 63 7 460 45 5
5375 11 4ケJl3 8 5697 34 1〟56 5 5397 15 9〟38 3
529 19 1 560 99 3 530 76 1
441 81 2 468 32 1 438 13 9
459 7 3 87 36 0 457 17 8
23 95 3 442 50 3 469 05 3 438 87 1
午 宿 残 稿 EEl 超 物 成 畑 高
-62-
物 成 毛 見 下 り 残 物 成 定 米 合 残 定 米
石317!71 5:35〟62I 315石:22 2;31 9I 石532;81 9 石564:78 8 石534:60 6
536!98 3 569 20 2 539 02 0
521I…85 4 553 16 5 522 88 3
30 18 6 506;99 6 537 41 6 507 23 4
ll316 70 753 3〟68 8 525Ⅰ;46 6ど 556 99 4 526 81 2
537218 2:′ 569 41 3′ 539 23 1′
三〟533i69 4I 565 ′66 8 535 ′48 6
537 18 2 569 41 3 539 23 1
536 50 2 568 69 2 538 51 0
536 82 0′ 569 03 0′ 538 84 8
536 I82 9 568 782 7 538 〟64 5
536 61 2 568 80 9 538 62 7
534 46 8 566 53 6 536 35 4
534 79 4 566 88 2 536 70 0
534 65 3 566 73 2 536 55 0
534 42 1 565 48 6 536 34 0
530 70 7 562 54 9 532 36 7
531 08 1 562 94 6 532 76 4
53ユ 59 5 563 49 1 533 30 9
532 81 3 564 78 2 534 60 0
456528 62 2〟04 7 481559 01 9〟73 0 453529 83 7〟54 8
528 86 6 560 59 8 530 41 6
478 40 9 507 11 3 476 93 1
478 43 0 507 13 6 476 95 4
478 63 0 507 34 9 477 16 7
1 48367 98 9〟9 36 0 13495 02 9〟3 3674 1 48265 4 75 4〟5 9
474 57 8 503 05 3 472 87 1
48一 32 7 513 38 2 483 20 0
483 99 5 513 35 0 482 85 3
483 87 7 512 91 0 482 72 8
-63-
午 輔 残 高 田 高 物 成 畑 商
明和 3456789安永 2天明元寛政10ll事 115960I 68 6〟94/rI 10978103 71 3〟97/rI9, 4067 73 2〟/0 3rI 231 57 8〟/rI74 9 6906 98 1〟/4 5rI,
rl4-
物 成 毛 見 下 り 残 物 成 定 木 合 残 定 米
石317;62 5〟:/1 /yIlI9 96iI.】 64石:33 5 石483…87 1 石512:90 3 石482:72 1
7483:83 4 512.86 5 482 68 3
483こ87 1∫:〟 512 90 4〟 482 72 2〟
419;53 6 446 79 0 414 52 7
26125 37 8-74 62 5 281言98 7 298:90 7 268 72 5
483:37 2l 512 37 4 482 19 2
483!29 01 512 28 8 482 10 6
iO483;32 4 512 /32 3 482 〟14 6
483!68 4I 512 70 5 482 52 3
483王69 3l 512 71 5 482 53 3
483!83 6 512 86 7 482 68 5
483!95 6 512 99 3 482 81 1
一484:20 6;/r〟J l〃!･ 一/9ユぎ94 2 513221 25 8〟73I(/4 9 48391 07 6〟55/23 7
491!96 3 521 48 1 491 29 9
491!97 2 521 49 0 491 30 8
ー405!77 7 430 12 4 399 94 2
409三02 2 523 66 4 493 48 2
393126 3 416 85 9 386 67 7
494【00 0 523 64 0 493 45 8
432;26 2 458 19 8 428 01 6
496皇59 7l 526 39 3 496 21 1
49 ;45 6 520 4 3 490 6 1
464:69 8 492 58 0 462 39 8
496-.84 1 526 65 2 496 47 0
437!.14 7 463 69 4 433 51 2























渡文 10 寛文 11 寛文12
描 (石,斗,升 ) 325.05.3 325.05.3 325.05.3
残福( ,I ) 208.37.9 208.37.9 208.37.9
物成合 ( 〟 ) 116.69.5 116.69.5 116.69.5
残物成 ( 〟 ) 116,57.5 109.82.2 108.69.8
免 串 田 0.585 0.585 0.585
畑 0.5 0.5 0.5
変成 0.26 0.26 0.26
日 付 6.4 10,26 5.30
(千手山村免状より作成 )
表 1-2-11 段免の推移 (牛窓村免状より)
午 田 馬 Jnfl 高
串保 20元 文 元 0.57 0.46
/＼ )
0.57 0.40
(1736年)明 和 元 /＼/＼ /＼0.57 0.4 0.25 0.46 0.25
(1764年)孝 和 元801 l t t /＼/＼
荘)(1) F邑久町史 J206ページ
(2) F岡山満の徴税法の研究 ｣(田中誠二 )より
(3) 同上の論文より
4. 盛業生産と政民生活
現在の牛瀞町を構成 していた近tR村落は ,牛窓村 ,鹿忍村 ,千手村の一部 ,小津村 .典潤村で
あったOそして立地条件は ,解脱記によれば ,年寄村は ｢海辺額山寄七加子浦｣ ,戯忍村は ｢海
辺山野セJ,千事付は ｢山之上也｣ ,小挫村は r海辺過半山之上也｣ ,典博村は ｢海辺山野也 ｣
となっている｡
また ,畢保6(1721)年の五力村の相宿(1)をみると,1000石を越える村はなく,50
0石～ 1000石は ,年若村 (628石 ),鹿忍村 (793石 )の二カ村で,あとの≡カ村は ,
500石以下で ･千=T村が 262石 ,小津村が462石.奥浦村が249石であった 0
- 66-
表 1-2-12 牛窓町的係諸村の耕地構成 (邑久郡大手鑑 幕永年間 (5年以降 ))
村 名 田 方 畑 方
面 慣 斗代平均 田 甫 免平均 面 慣 斗代甲匂 畑 高 免平均
年 寄 町反畝歩 石 石 ツ 町反畝歩 石 石 ツ35.5.9.7半 1.141 406.134 5.69 98.04.ll 0.710 656.596 4.586
鹿 忍 63.8.8.3 1.174 753.400 7.09 a).7.7,21半 0.657 399.932 4.585
小 津 24.2_5.1半 1.193 288.903 6.683 44.0.6.28 0.735 319.335 5.386
村 名 塩 浜 物 成 閲 方 ≡;I.i.加損米面 敬 残 高 平均 面 班 高 物 成
牛 窓 町反畝 歩 石 石 ツ 石 町反畝 歩 石 石 0.499 石4.4.9.22 1.08188.6595_144575.830 3.5.3.18# 23,868ll.223 39.5931
鹿 忍 7.3.8,18半 1.27794.9656.33 777.81514.9ー4.20 刀.22727.7180.61117.640
千 手 - - - - 12.534 1.4.4.10 4.608 2.2650.554
小 津 0.9.6_7半 0.220 2_1185,85 351.64110.9.4.19 108.63441.7040.555
これら五 力村の近世後期における村円耕地の状況をみると ,表 1-2-12のごとく,村合計
耕地面静 ま,438町 1反 4歩である.その内の閉方34町 1反 3畝 25歩は,内訳されていな
いので ,それを除くと403町 9反6畝 9歩となり,その内訳は ,田方 152町 4反 5畝 22歩
辛,畑方 238町 6反 5畝 28歩半,億万 12町 8反4畝 18歩で ,鹿忍村 ,千手村のニケ村は
わずかながら田勝ちであるが ,全体的には畑勝ちの地域といえる ｡
耕地生産力を トト代｣によ って概俄すると,田方平均斗代においては ,千手村が 1石6斗 ,輿
浦村が 1石 4斗 ,あとの三 力村は 1石 1斗- 1古2斗の間で ,すべて1石以上という比較的高い
斗代を示している｡地方平均斗代に糾 ､ては.1石以上のものはなく,5斗～7斗であるoこう
してみると ,El方においては比較的土地生産性の向きがうかがわれるが,表 1-2- 12で見る
限りでは .牛琴 ･鹿迅両村では ,加膚米を受けている ｡さらに,牛窓村においては .表 1-2-
13のごとく ,元禄年間には .108石の加瓜米を受けてお り,怒延元 (1748 )年以降は ,
寛廷元年一同 4年は4-5石 ,宝膳 2年～同 5年は55石 ,同 6年～天明2(1782)年は 5
0石 ,天明3年～怒政 1(1789)年は42石 .寛政 2年-宇和 3(1803)牛は 40石と,
毎年加損米を受けるようにな っているOまた .万冶 1(1658)年から,天和 2(1682)
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さらに,元禄 16(1703)年以降 ,宝暦 7(1757)年～同 11年 を除いて ,寛政 6(
1794)年までは ,毎年 ｢当荒｣が見られる｡この表 1-2-13では ,面il-が示されていな
かったため ,耕地面項の内どのくらいの割合のものが ｢当荒｣となっているかは分からないが,
物成引として示 した｡その高は ,宝暦 2(1752)年に改められたものを見ると .｢当荒田拓
三石九斗八升六合 ,免五 ツ七分 ,田高三斗弐升 ,免四ツ,畑商弐石四斗六升七台 ,免四ツ六分｣
となっている ｡
また ,耕地の土質は ,田地は小F附 ･輿浦村は ｢埴土｣であるが ,牛窓村 ･鹿忍村においては
｢砂質魂土｣に崩 し,仰地仕 ,牛窓村 ･鹿忍村が ｢磨質紗土｣ ,小津村 ･輿浦村が ｢線質成上｣
であり(3),股作物に適 したとは言えない.これらのことより,牛窓村においては,一概に土地生
産性の高さを論ずることはできないように思われ ,小津 ,輿浦 ,鹿忍の他三 力村においても.同
様であろうoまた .千手村においては田方斗代が最も.離 ､ったのであるが,田地の土'Eも ｢牌西
砂土｣であり,この限 りでは ,田地における土地生産性が拓かったといえるだろうo畑地におい
ては,｢硬質砂土｣である .
尚 ,牛窓村 ･千手村については ,耕地の円訳は ,次の表 1121 14 ,蓑 1-2-15のよう
になっている｡
表 1-2- 14 牛窓村 (明暦 3年 )の耕地の内訳
種 類 面 研 斗 代 分 米
上 田 町 反 畝 歩 石 石7.5.2. 14半 1,800 135.447
中 田 6.8,4. 10半 1.600 109.496
下 田 ll.2.4.0 半 1,100 123.642
下 田 6.6,7.23 0.800 53.421
小 下 田 2.3.5. 10 0,600 14. 122
幽 下 々田 0.0.6.29 0. 600 0.410
朗 下 田 0.0.1. 10 1.100 0. 146
下 々 田 0.0.2.4 半 0.600 0.129
合 計 34,7.4. 12* 436.821
上 白 13.0.1.2 1.600 208.169
中 白 14.4,8.26半 1,000 144.888
下 島 25.2.3.8 # 0.600 151.396
下 々 畠 27,1.1.9 0,400 108.772
小 下 々白 7.3.2.16半 0,200 14.647
良 取 4.6.8.25半 1.600 75.016
下 々 0.0.4. 19 0. 200 0,903
屋 敷 含〟下 々 畠合 0.3.5.4 半 1.600 5-624
0.0.0.23半 0. 125
1 3 17 0,546
閲下々白倉 1.5.5.9 半 3.106
(牛宮村免状による )
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表 1-2- 15 千手村 (窪永 6年 )の耕地の内訳
種 類 面 前 斗 代 分 米
上 田 町 反 畝 歩 石 石4.0.4.ll 1. 900 76.830
中 田 2.5.6.25半 1.700 43.665
下 田 5.5.3.05半 1.300 7l.914
下 々 田 3.6.9ー 05半 1.000 36.918
下 々 田給 0.7.2.09半 0.600 4.339
合 計 16.5ー 5.27 233.666
上 白 1.5.0.26半 1.5(=) 22.632
中 由 1.4.2_13 1.200 14.092
下 白 '1.7.4.26 0.800 L 13.989
下 畠 3.4.1.23 0.50() 17.072
下 島 給 2. 1.0.06 0,300 6.306




そこで邑久郡全体を見るならば ,藩政時代の作物は .五穀を主 としており,それに次 ぐものとし
て,大根 ,鯛雌磯 ,乍常,胡瓜 ,白瓜 ,南瓜 ,西皿 ,肩痛等の翫典 ,柿 ∫桃 ,製 ,檎 ,杏 ,李 ,
枇杷,車等の果樹 ,胡麻 ,綿花 ,架藍 ,光速 .煙草 ,甘億 ,潜ま等があげられ,末期においては
綿花 ,弊藍 ,頻度等が藤んになって坤臥 相島を営むものも多か った(4)o明治初期の凸業生産を
みると,表 1-2-16のごとく,米 ･麦 (裸麦 )中心の良薬生産が展開されていたと思われる
表 1-2-16 明治 10年邑久郡農業生産構成
鎧 産 物 播 種此 段 別 故 iti 単 価 _価 格
普 米 石 石 円 円
4581.1629 50918.24 4.925 約254590
Wu=- 米 199.5905■ 2863.72 5.0 07 〃 14315
大 変 223. 2 3 1913. 9 1.878 〃 19 13
過 小 麦 257.7915 2036.85 3.667 〃 8148
裸 麦 1966,9313 i .18149.52 2.869 〃 54450
農産 栄 57.4503 壬 417.59 2.6 〃 1254
黍 ( きび ) 7.77 61_396 1.9 45 〃 122
大 豆 1 82 84396 4237 〃 3376
物 燕 麦 51.55 268.43 2.303 〃 536
同 番 1.8 5. 乙4 〃 10
甘 腰 13_87 70860斤 005 354.3
特 乗 場 263130斤 088 23155.440藍 襲 29553 43 127077g
育 製 茶 480斤 081 38.880
甘 栗 696100斤 007 4872.700
農 築 畑 草 3岩8斤 05 19.90
産 菜 種 拓) 423705 6.016 . 約 25422
食 塩 (,) 55324 612 〃55324
物 乾海老 行) 20590斤 1 2059
(r明治前期座薬発達史資料 .はり冊 2により作成 )
が ,明治44年ではあるが .その収穫掛 ま,年寄町では小麦が,鹿忍村 .長浜村 (旧小津村 ･奥
浦村 )では裸麦がそれぞれ米を上回っているので ,邑久郡全体の米一夏に対 して ,牛窓町関係相
では ,平均して麦 づ軽の順であったと思われるOまた ,特有JB産物においては ,邑久郡全体から
すれば ,実綿と菜雇が主なるものであるが ,それらに食塊 ,乾海老 ,乾魚を加えてみた場合 ,実
棉 .菜種を加えた価格よりも ,食塊のみの価格のほうが上Lg]っている.牛窓町幽係村は ,荊述の
ように ,海辺に位置していることから,芙綿 .菜種よりも,食塩 ･乾海老 ･乾魚等の比重のほう
が ,数段大きか ったと思われる｡
戸口の推移を見ると,表 1-2- 17のように ,撃保 6(1721)年から寡永年間 (拓永 5
"1852"年以降と推刺される )までの間に ,すべての村で人口が減少 している｡この原因は,
天明 ･天保の全国的大飢鮭もその 1つに考えられる ｡しかし,こう考 えた場合 ,戸数の減少 ,そ
れがなければ ,平衡状態が見られるのが普通だと思われるが ,これら五 力村の場合 ,牛窓村以外
表 1-2-17 年番町関係語村の戸口偶成 (邑久郡大手鑑 題永 5年以降朋 )
村 名 戸 数 人 数
事保 6年 宙永年間 草保 6年 -戸当 轟永年間 輿 女 一戸当
牛 窓 斬 軒 人 人 人 人 人 人883 760 4,241 4.8 2,967 1,657 1,310 3.9
鹿 忍 360 553 2,400 6,7 2,380 1,255 1.125 4.3
千 手 69 70 361 5.2 313 178 135 4.5
小 津 229 316 1.329 5.8 1,305 696 609 4.1
村 名 年 数 猟 師 鉄 砲 舶 数
享保 6年 落永年間 串保 6年 昇永年間 享保6年 窟永年間
牛 窓 l 疋 疋54 - - 165 184
鹿 忍 - 88 - 1 59 66
千 手 - 27 - - - -
小 津 - 84 - 2 8 42
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表 112-18 千手村良民階層構成 (蛋永5年 千手村田方畝高名等帳による)
持 高 戸 数 一 戸数比寧 持 高 持高比率
10石 以 上9 - 108 97 86 75 6 1(1)04 4_8ヲgト 9石5577.70021 16 16.7%ド
4 - 5 7(1) 31.491
3 - 4 13(5) 44.796
2 3 2 8 53ー 332
1 - 2 30(I.1) ) 614 43.764 ) 27.9
1 石 未 満無 商 48(18)不 明 之1_494
合 計 125 100.0 233.850 100.0
般 商 柘 持 ㈲ 9,557
表 1-2- 19 長浜村出民階層偶成 (長浜村地価取謁帳 明治8年による )
持 高 米 麦
10石以上9 -108 97 86 75 64 53 4 130251 %2.5ド 石9.94025186526lL4 41 6O33 9 S17.1ド 2 % 5.122 %2 3 3 72_6 3 0.7 ll.2
1 - 2 50 ) 48.6 78.740 ト 5 9 巨 o 9.253 巨 81石未満 88 50.042 167 31.416
無 高 94 33.1 106 37ー3
(荘)ここでの無慮は田をもっていか ､ものと患われる｡
麦だけ ,田 (栄 )だけを示 しているO
はすべて戸数が増加 している｡この点矛盾があるように思われ,一概にその原因を飢掛 こ求めき
れない｡




において持那 ;全般的に少なく,10石を越えるものがいないこと (入作等の問題は残るが )を
考跡 こ入れるならば ,それと家族構成 とかかわりがあるのではないだろうか｡また,宙力の牛馬
教においては ,馬は全くみられず ,牛のみであり,奥浦村においては215軒に 1頭 ,千手村にお
いては 2.6軒に 1承 ,小津村 3.7軒に 1頭の割合であるが ,鹿掛 寸に別 ､ては 6.3軒に 1頚 ,こ
とに牛窓村においては 14軒に 1頭 とその割合は非脚 こ小さい｡
さて ,農民牌屑であるが ,ここで知 り得るのは ,千手村 と長浜村 (小津村 ･典浦村 )のみであ
る｡両村 ともに 10石以上の持主はおらず ,2石未柄が大半である｡山崎隆三氏の区分によれば ,
名曲J酌 ;ほとんどである｡しかし,千手村の場合 ,他村の^YFも多 く,従 って千手村段民の他村
-の入YFの可能性も考慮 しなければならないだろう｡また ,長浜村においても ,殴菜に幽 しての
み見れば黄出の部類に入るかも しれないが ,海辺に位把していることから,漁業 ･点薬の比3B.が
大きい人々の存在も考慮 しなければならないだろう｡
ところで ,牛窓村の免状 (衷 1-2-13参凧 )には宝永 3(1706)年より,物成引の中
に,｢一升三合 ,宝永三改六月麦威舗弐升八合 ,免囚 ツ6分｣という項目が設けられている ｡
これは ,東応 3(i654)年の掛こ畢ばっ ,棄雨による旭川氾濫 と災害が続き ,掛尊が激 し





そ して ,邑久郡においても ,背麦威が設けられたo
撮要鎚によれば ,
諸御郡育糞 ,先年 ノ､惣蕗凡十蕗俵余迄も御座候処 ,近年村 々貧者多二罷成 ,育麦拝借任侠而
新京虐上難相成極貧老之分 -村井二仕侯付 ,中品巳上之御百姓共迷感仕侯 ,極貧者 とも-は
何程貸申候而も飽足 り中嶋無御座 ,其上借込中を手柄之様に相心得 ,村井に逢侯義を少 しも
気歯に杯不申 ,却而情相 ヲ取乱 し申様 二成行 ,正麦相増侯得著大庄屋名主頭首姓ともの難範
に相成中 二付 ,余計 二相見へ申分-売払代銀札新開方へ預ケ駐候様 二成釆申侯節之為には田




とあり ,名書の増加に伴 う村内百姓等の負担の増加 ,それによる疲弊が額える.
(山崎尚十)
(註)(1) F僻駒記 .I(早保6年 )(2) 山中誠二氏 ｢岡山藩徴租法の研究｣ 50- 51頁























牛窓は,岡山藩の領内で,下津井 ･片上 ･虫明 ･和気 ･金川 ･周匝 ･建部 ･天城 ･西大寺 ･福
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岡 ･鴨方 (のらには匠伯 ).八浜 とともに, I3か所の在町(2)とよばれた｡在町 とは,蹄人や轍
人の集 まっT二場所には,城下町のほか陣屋や代官所の所在地,および海陸交通上の要地に鞍が町
立の制をしいてつくったものである｡それらの土地では居商 (常設の店舗 )や酒造業などがとく
に許可きれていfこ｡つまり.牛窓は地方的な商業取 り引 きの中心地 となっていTこし,さらに他国
との取 り引きの中心地 ともなっていたOなhl,当時は常に店を構えた常設店釦商が主であるが,
ざるふり商人などの行商のはかIE店商 も少しみられfこ｡ざるふり商人について岡山藩の場合をみ
ると,雅文 8年 (1668)にぎるふり商人が商売することを認められた品物は,あみ ･ざこ ･
塩 .あらめ .茶 ･抽 ･明し松 ･桶ひしやく ･二つこぎ .ゆりぶた Igirq具の Il品目(3)fこ限られ,
それ以外の商品を販売することは厳しく禁止 されていた｡自給自足を押 しつけられた虚民が,絶
えず自分の生産なり生活を維持 してゆくために,やっと購入を許された品物がこの 11品であっ
†こ｡天和3年 (1683)には, ものぬいぼり･しゃくし｡とうしん ･付け木 ･かごゆかき･菅
笠 ･竹の子笠 ･とおし･はT=道具類の9品(41が新しく加えられ,ついで宝永2年 (1705)に
はさらに,いわし･ほしか ･三つこぎ･下ちヤわん ｡なべかま･木わ†二･こぎそ ･うわじき ･し
ぶうちわ .あぶらかす ･紙の11品(5)が加えられ,商売することを公認 された品物は31品 とな
ら,以後このまま続いた｡はた道具 ･木わf二･いわしtはしかが品目につけ加えられていること
は,次掛 こ売ることを目的にLTこ商業的良薬が展開 しはじめていることを示 している｡
江戸時代初期には,主に農村で生産され†二段産およびその加工品(6)は,そのほとんど大部分は






なった｡ これに対 して,商人Tこちは絶えず反対遊動を起 していったO
(,う 藩札
商業取 り引 きの際,商晶交換の手段として誼重な役割を果たし†こものに,藩内で通用 した港札
があった.岡山津では群府の許可を得て,延宝 7年 (I679)に総年寄淀昆三郎右衛門 ･高知
屋EE左衛門の両人が札元 となり.版木良惣左衛門が京都より下って始められ同年 5月に出来上が













胃 木 精 六
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牛 窓 金子五郎左衛門
片 上 口井 次郎兵衛
建 部 渡 辺 半 七
西 大 寺 三 宅 忠 助
岡山町fL崩 寺 崎 助 市
11か所のfL場のほとんどは在町IC･ある｡ところで.藩札は宝永4年 (1707)10月幕命で
諸国｢続 に停止されたが,再び事件 15年 (1730),岡山藩は再発行の許可を得ている｡す
なわち,『般要録 』巻十八の二十六,｢在札鵜｣によると,
字体十五成十月













































































































































とある｡つまり.妓初は(年代不明,寛文 6年以前 ),平右裾門,八左衛門,清兵衛の 3人fこ限





























酒造は許可制で,城下町と13か所の ｢在町 ｣で許されていたから,牛窓でも造 られていたと
思われる.寛永19年 (1642)10月6日の法令で,｢国中酒造所相定,其外者可為禁制 (
後略 )｣とし,その後.承応 3年 (1654)日 月にも酒造地の限定を踏現 しているO
造船は古代からの伝統的な産業であった｡江戸時代初脇か ら奈良屋を中心に陸島を誇 った材木















(6) 『岡山県の歴史』(昭和37年,岡山県 )によると,元禄 9年 (1696)ごろの農村の
状懐として,｢米 ･麦 ･大豆 .小豆 ･粟 ･稗 一燕麦 ･菜種 .菜懲油 ･芥子 ･胡麻 ･胡麻油 ｡
茄子 .きさげ｡瓜 ･そら大豆 ･きび｣(第 4草一群 7節 ｢交通と商貰｣)があげられている｡
牛窓もこれに近い状lAEJであっただろうと考えられる｡


















髭 1-2- 20 牛窓における塩浜高 (文化-明治 )
塩 浜 高 物 成 55% 塩 浜 高 物 成 45%
文化 元年 石 斗 升 合(新聞にて去増 ) 17. 26. 3 ( 〟 ) 7. 77. 22 31. 38. 7 17. 27. 2
3 31. 38. 7 17. 26ー 3 17. 27. 2 7. 77. 2
4 3】. 38. 7 17. 26. 3 17. 27. 2 7. 77. 2
6 31, 38. 7 17. 26 3 17. 27_ 2 7. 77. 2
8 31. 38. 7 17. 26. 3 17. 27. 2 7. 77. 2
lO 31. 38. 7 17_ 26_ 3 17. 27. 2 7. 77, 2
ll 3】. 38. 7 17_ 26_ 3 17. 27. 2 7. 77. 2
12 31. 38. 7 17. 26. 3 17. 27. 2 7. 77. 2
13 31. 38､ 7 17. 26_ 3 17. 27. 2 7_ 77, 2
14 31. 38. 7 17. 26_ 3 17. 27. 2 7. 77_ 2
文政 元年 31, 38. 7 17. 26 3 17. 27. 2 7. 77, 2
2 31. 38. 7 17. 26. 3 17. 27. 2 7. 77. 2
3 31. 38. 7 17. 28 3 17. 27. 2 7. 77. 2
4 31. 38. 7 17. 26. 3 17. 27. 2 7. 77. 2
5 31, 38ー 7 17, 26 3 17. 27. 2 7. 77. 2
6 31. 38. 7 17. 26. 3 17. 27. 2 7. 77_ 2
7 31. 38. 7 17. 26. 3 17. 27, 2 7. 77V 2
8 31. 38, 5 17_ 26. 3 17. 27, 2 7. 77_ 2
9 31. 38_ 7 17. 26. 3 ･17. 27. 2 7. 77. 2
10 3】. :~18. 7 17_■ 26. 3 17. 27, 2 7. 77. 2
ll 31_ 3tL 7 17. 26ゝ 3 17. 27. 2 7. 77. 2
12 31. 38. 7 17. 26_ 3 17. 27. 2 7. 77. 2
13 31. 38_ 7 17. 26. 3 17. 27. 2 7. 77. 2
天保 2年 31. 3R, 7 17. 26. 3
3 31. 38. 7 17, 26_ 3
4 3】. 38. 7 17. 26. 3
5 31. 38. 7 17. 26. 3
6 31. 38. 7 17. 26. 3
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坂浜 高 物 成 55% 塩 浜 高 物 成 45%
文化 7年 石 斗 升 合31. 38, 7 17. 26. 3 17. 27_ 2 7. 77. 2
8 31, 38_ 7 17_ 26_ 3
9 31. 38, 7 17. 26. 3
10 31. 38, 7 17. 26. 3
ll 31_ 38. 7 17. 26. 3
12 31_ 38. 7 17. 26. 3
13 31. 38. 7 17. 26. 3
14 31. 38. 7 17. 26. 3
15 31. 38. 7 17. 26. 3
弘化 2年34 31. 38, 7 17. 26. 3, . 17ー 27. 2 7. 77. 2
寡永 元年 31_ 38. 7 17. 26_ 3 17. 27_ 2 7. 77, 2
2 31. 38. 7 17. 26. 3 17. 27. 2 7. 77. 2
3 31. 38, 7 17, 26. 3 17. 27. 2 7. 77. 2
4 31. 38. 7 17. 26. 3 17. 27. 2 7. 77. 2
567 31. 38. 7 17, 26. 3 17. 27_ 2 7. 77. 2,
安政 2年 31. 38. 7 17. 26. 3 17. 27. 2 7. 77. 2
3 31. 38. 7 17, 26. 3 17. 27, 2 7. 77. 2
4 31. 38. 7 17. 26. 3 17. 27. 2 7. 77. 2
5 31. 38. 7 17. 2. 6. 3 17, 27. 2 7, 77. 2
6 31. 38. 7 17. 26. 3 17. 27. 2 7. 77. 2
万延 元年 31. 38. 7 17. 26. 3 17. 27. 2 7. 77､ 2
文久 元年 31- 38. 7 17. 26. 3 17. 27. 2 7. 77_ 2
2 31. 38. 7 17. 26. 3 17. 27, 2 7. 77. 2
3 31. 38. 7 17, 26. 3 17. 27. 2 7. 77. 2
元治 元年 31. 38. 7 17. 26. 3 17. 27. 2 7. 77. 2
慶応 元年 31. 38. 7 17. 26. 3 17. 27. 2 7. 77. 2
2 31. 38. 7 17. 26. 3 17. 27. 2 7. 77. 2
3 31. 38. 7 17. 26. 3 17. 27. 2 7. 77. 2
明治 元年 31_ 38. 7 17, 26. 3 17. 27, 2 7. 77. 2
2 31. 38. 7 17. 26, 3 17. 27. 2 7. 77. 2
3 31. 38. 7 17. 26. 3 17. 27, 2 7. 77. 2
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であり,恐 らく租屋 3軒見面凡 5町余.I/{数 500に対 し総体として課せられたものであろ うO
弘化3年 (1846),岡山潜は米田有の財政危既に対 し塩専売制施行の方針を示 し,強硬に
その実現を回 ったが,塩生産者側の激しい反対にあい,部分的専売制にすt)かえられてしまっT=O
塩専売を執行したのは新開方御馳走所で,対象 としたのは文政 10年 (I827)以後の ｢新浜｣
であったから,鹿忍村 ･牛窓村にも塩専売仕法が触れ出されたものと考えられるoまた,新たに
















- メバリ -･-邑久郡牛啓二テ七月ヨリ明ル三月迄釣漁 トス
ー イカ 邑久郡･･･(略 )-1猟輔 ノ者三月ヨリ五月迄塩麟ヲ中二サシ糸 ヲツケル的ル又
手グリ網ニテモ取ル
(略 )
- シクチ 右之耕ハ･･･.･-･邑久郡 ノ潤辺猟師 トモ四季共ニッリ猟又ハアミニテモ駁ル
ー グチ ･-･-邑久郡牛窓村･-･･･(略 )･-J猟師共三月 ∃リ五月迄釣軸ニテ沢山二取ル大
形干グチ トス子塩辛別而宜但商売ニハ頒之




















































(2) 『溝法袋 』1岡山滞下 197頁
(3) 『岡山市史 』 3 159頁
(4) 『藩法典 』l岡山洋上 432頁
(5) 同 上
(6) fT] 岡山鰭下 201貢









rJ柴田- ｢岡山軌 こおける垣税改革の一考察一出来塩運上制の成立 と展開-｣(『自本塩菜の
研究 』第七集 )
0柴田一｢近世における塩専売の研兜一周 山浦の塩専売政策と児島浜人層の動向-｣(『目本
















･浦伊部 ･邑久郷 ･日比 ･日生と同様に大坂への観米に参加し,大坂登し米を拍送していること(3)












































江 戸 若 年 代 米 朝 の 目 的
慶長 12. 4 ( 1607) 家康への謝礼と修好
元和 3. 8 ( ー 6 17) 大坂平定祝賀
寛永 元 .12 ( 1 6 24) 家光製職の班
〃 13.12 (1 6 36) 太 平 奉 斑
〃20. 7 ( 1 6 43) 家綱誕生の賀
明麿 元 .lO (1 6 55) 家網袋職の貿
天和 2. 8 (1 6 82) 綱吉救職の焚
正徳 元 .10 (1 7 11) 家宣頻唯の賀
享保 4. 9 (1 7 19) 吉宗鍵職の封
寛延 元 . 6 (1 7 48) 家蚕染織の貿
明和 元 . 2 (1 7 64) 家治製職の焚
文化 8. 7 ( 1 8 11) 家斉袋隙の賀








































である｡岡山溝の場合 も滞主軸田光政の参勤交代に際 して,寛永19年 (1642)岡山一大坂
間を内海通行 して以来.寛文 8年 (1668)lこ至るまでの26年間終始一貫 して離船で海上通
行が行われてきたことが明らかにされている080巡見便通行の例では,特権通行の内海通行に対
する御馳走港として,原に牛窓,西に下坪井を卸 JT T)通行に対しては牛雷掛 こ.上り通行に対
しては下津井港に使者を出して,身分格式と通行用務に応 じて御馳走を腰細したのであるoOか朝
鮮人接待入用の取扱い方は,『通航一党 』に見 られる如く,十万石以下の大名 と十万石以上の大
名 とで違っていた｡即ち,十万百以下の大名の壌合には,｢御馳走方 ｣といわれて幕府から若干
補助きれていたようであるが,十万石以上の大名の場合には,｢御手賄 ｣といい,滞内に高掛 b
銀などを徴し,それを適当に配分 し,独立深井軌 こまかなわなければな らず,さらに別に幕府か
ら人馬などを徴せられることがあった｡岡山薄の場合は, 32万石といわれ,当然後者に属し,
日清でまかなわなければ71らず,その結果として加子浦を中心とした民衆への収奪の強化が展開



































































参 ｣や各種の船 の調達を命じていたのであろうO麻後の凧 播磨の墓相という解離までの送迎と
御馳走の様子に的する情報を収典するために.通信使の通行する各地へ船が派過されることもあ




































朝鮮通俗位の偶成は｢己亥年 (辛傑4年のこと)信使行次座目｣によると的正使 ･副使 ･従窃
官の三健を筆頭に上 官々 .上官 ･中宮 ･下官に至るまで線妙475負に及んでいる089そしてそ
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れぞれに対しては｢三宮便乗船井引船為漕用朗船数小船数案内者船迎船送細事船水木綱碇等之小
船浅 ミ相方江之見樹齢共 ｣を伴わせている｡三便には各々70線ずつ (その内訳は滞船 5;用船
2,裁判船 1.細碇船 2,滑船 20,滞船裁判船 4,案内船 4,番船 8,網碇船2滴船 4,水船
12.用矧拾 6.火消道具船 2となっている0 701垂の うら10腔は幕府所有の船足の速い軍船
である関船が用いられ,残る60抱は一･般の浦より躯めた漁船があてられていたO )割 t)当てる
とともに,他に｢献上御馬術鷹通船之節指出船 ｣なども含めてこの年は惣船数合わせて865腹






年 度 三使 上々宮 上 官 中 宮84 下 官 計慶 長 3 2 26 154 269(江戸行き )
明暦皮 3 2 44 165 274 488
天和度 3 3 44(4) 160(21) 261(87) 475(112)
正 徳度 3 3 50(3) 170(26) 274(100) 500(129)
享 保皮 3 3 53(3) 160(16) 260(91) 479(110)
寛 延皮 3 3 36 163 275 480
注) 三 便.･･-.正使 .副使 ･従事官
上々官-･･･堂上訳官 (俵学宮 )など
上 官････.上判便 ･学士 ･製述官 .紐 官 .判額官など
( )内は, うら大坂留 りの者,判明 した年度のみ記職した.
『遡航一覧 』巷 48,49.64.65.67,68.71による.
小林茂氏 ｢徳川時代における押鮮通信使の助郷間頗
















































役については菱 1-2- 24に示 しfニ通 りであるが.その出役の仕方をめぐっての間屈 もあった｡
菱 1- 2-24 加子相投 (HJ三周 3年 )
那 村 加子楠役25.0 備 考 郁 村 加子輔役 鵬 考
御 野印 高 浜 野 ※ 児 島 八 浜 25.9 26ケ帖32 浦
野 江 10.0 那 20.8
今 保 9.0 北 浦 27.4
上 道邑 久和 気 平 井 30.6 阿 印 16.0
中 川 19.2 宮 浦 3.5
金 岡 22.7 /｣､ 串 14.2
西大寺 10.0 胸 上 6.5
片 岡 8.0 日 比 5.0
宿 毛 3.I 合 計 381_7
邑久郷 6.3 一同軒胡 長 浜 9.4
鹿 _忍 14.3 m之浦 4.7
牛 窓 35.3 吹 上 2.1
尻 海 5.7 大 畠 4.2
租 海 6.7 邑 久 Lrl 明 5.5
日 生 16 4 合 計 25 9
注 ･池田家文庫『加子怖役之目安覚 』(N-2. i00 )により作製｡








四輔帆 (2人乗 )は一日2升,五輔帆 (2人乗 )･六端帆 (3人乗 )･七税帆 (4人乗 )･八職
帆 (5人乗 )は一日3升と規定されていたが,元禄 5年には大小による区別を合理化 したものに














(2) 『僻陽記』巻第九のこの取掛 よ,本番の完成が享保 6年 (1721)ということから考えて
17世紀後半から18世紀初めごろのものと思われる｡
(3) 『岡山市史』産英経済編 ･発二崩窮玉津第三蔚 (藤沢晋氏執筆 )
(4) 藤井駿氏｢中世の牛窓港｣(関西大学解『魚爵先生古稀記念静文雄 』所誠 )
(5) 『備鹸記 』巻第-｢備前国岡山町井怖々大助之や｣によると牛窓は宝永7年 (1710)に
500百以上950石群の船を13胞所有していた｡
(6) 『節陽記』巻第十六 牛懲村
(7) 三宅実利氏 ｢鎖国盾後の朝鮮通庸使｣(『北九州大学文学部紀要 』B系列- 5)
三宅英利氏｢寛永十三年朝鮮信依考｣(『北九州大学文学部紀要』B系列-6)
(8) 註(7)前者論文










52- 268 )である｡ (以下史料の番号は紬m文庫EI録による｡)
(ll)藤沢晋氏 『近世封建交通史の横浜的研究』苗二編賢一茸第二節三
(12)同上著容 343頁
(13)旺 (10二の史料 (C-7, 264)
-lot-
(14)註(10)の史料 (C-7, 265 )
(15)註(10)の史料 (C-7, 264)


















(17)註(10)の史料(C-7. 264) (18)註(10)の史料 (C-7, 268)
(19)学保定の総計が,小林茂氏による表 2-1一②の数字と異なっているのは上官がここでは
49となっていることによる｡
(20)証:10)の史料 (C-7, 264) (21)謎 lo)の史料 (C-7, 268)
(22) 証(10)の史料(C-7,258) (23)謎 lo)の史料 (C-7.264)
(24)池田家文庫『朝鮮信任帰国之節於備前周年寄集応次第 』(C-7. 187)






『地域研究 』第9樹 (『加工柿の工集化 一 岡山県日生町の場合 -』)の中で長島智恵
子氏がこの点について触れておられるo
-102-
第 2葦 人 口 と集 落
rW和 50年の国勢調葱によれば,牛窟町の人口は9,469人であるが,これは大正9年の同調査
による人口9,634人と比べた場合 165人少lいだけである｡ しか し女性 100人に対するI.Jヨ性





表 2- 1- 1 年潜の人口及び髄鞘数の変遜
(昭和 50年 国勢調査報告 )
総 人 口 男 性 女 性 世 帯 数
指 数 倍 散 指 数
大正 9 9.634 loo Jl,919 100 4,715 100 1.938 100
14 9.∠109 98 4,811 98 4,598 98 2.083 107
侶和 5 9,591 100 4,860 99 4.73L 100 2.097 108
10 9,589 100 4,822 98 4767 10ユ 2,073 107
15 9.657 10() .l.870 99 4,787 102 2,059 106
22 12,596 131 6.067 123 6,529 138 - -
25 12.618 131 6,128 125 6,490 138 2.672 138
30 12,328 128 5,997 122 6,331 134 2.610 135
35 ll.528 120 5,591 114 5,937 126 2,638 136
40 10.332 107 4.865 99 5.467 116 2.635 136
45 9.640 10〔) 4∫530 92 5,110 108 2,592 134
年にかけて総人口については,ほとんど変化が見られないO大正 14年に指数 98の威少が見られ




加 している.男性については変化があまり見ら寸げ .栂射的に多少戚少 しているようであるOこれ
は電工菜の労働力として及び軍人としての流出による減少ではないだろうか｡
このような個和 15年までの総人口の停滞の軽.第 2次Lk界大観後の昭和 22年の仮の国勢調杏
によれば,感人口12.596人,うち男性 6,OJ7人.女性 6,529人となっており昭和 15年か

















? ?? ? ?
のよかった農村地域においては.ほぼ全国的に見ることのできる現嚢であり,軌災による疎臥 終
鰍こ伴 う引揚者たちの流入.復員兵による増加である.この増加は昭和 35年の絵人口の撒 131





唱和 40年以降は増加 しているのに対 して咋憩は.戚少が続いている｡このことの原Egとしては.
町内及び近酔地域に高庇経済成長に伴う.多くの労働力を吸収する産弟が存在 しなかったことが挙
げられるO図2-1-2は昭和 30年から昭fr150年までの 5年毎の人口ピラミッドであるoこの
図より減少した階層をみるo昭和 30年は,5- 14歳の倍JF)が極端に多いものの,0- 4歳の階
層はバランスがとれており.軌後のべビープ-Aが下火になった頃であるo全体として見ると,5
- 14歳の階層を除いては安定 しているといえる.昭和 35年には.昭和30年 10- 14歳の階
層が15- 19歳になるので.当然この階層が増えると思われるのであるがそうはなっていない0
15- 19歳は.中学 ･店較卒業の者が含まれており.これら若年労働力が就職のために流出 した
ものと思われる｡全体としても20- 40歳台の人口が戚少しているO昭和 40年も,昭和35年
同様に増えるべき15～ 19歳の階層が戚少 している｡それとともに20歳台前後,幼年層が少な
く7ソJ(ラソスな感 じを与えるO昭和 45年はさらに30歳台,10歳台の階層が戚少 したため.
全体としては釣鐘状を示し,安定 した人口偶成のように見える｡ しかし,昭和50年に.1O歳菖,
20歳台前半の人口が戚少 し,それが人口戚少の一過程に過ぎなかったことがわかる｡若年層の流






次に産業分類別 .15歳以上就業者の変化を見ると姦 2- 1- 2のようになっているo昭和 25
年の段階では農業の構成比が49.4帝とILっており.良美に立轍 した町であることを示 しているO
製造業の構成比が 17･6車となっているが,これは県全休 (図 2- 1-3)のそれよりもやや高い
ようであるo農業は昭和30年に構成比が52.1年と上昇するがそれ以降は戚少を続け,昭和 50
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表 2-1-2 年窓の産菓別 ･就選者軟の変遜
第1･次 凸 果 ㈹ (i) 山 (廟 州 (初 (〟 (i) ,/ 1.297 (i)
2.649 49.4 2,902 52.1 2,7(泊 45_6 2,246 41,5 1,805 34_0 26.6
漁 菜 392 7.3 316 5,tS 347 5.8 273 5.0 231 4.Tt 211 4.3.
その他 3 0,1 1 00 1 00 0 0
a2汰 ･=. -5 942 17.6 752 13.5 956 16.1 1,048 19.4 1.352 25-5 1.343 27.7
建 設 135 2.5 154 2.7 337 5.7 219 4.0 222 4,2 260 5.3
その他 1 - 2 1 9 0.2 3 - 7 0.1
申3吹 ･｣､亮 524 9.8 575 10.3 632 10.6 623 ll,5 671 12.6 686 14.1
サー ビス 359 6.7 450 8.1 559 9.4 543 10.0 591 ll.1 567 ll.6
遵愉 224 4.2 237 4.3 256 4.3 286 5.3 313 5.9 317 6.5




総 皮家 野 菜 兼 業 第 1留兼業 第 2庸兼業
昭和 35 剛 附き 中和 (抑 節)1,014 666 348
40 956 491 465 223 242
45 895 289 606 308 298




1億兼菜氏家は昭和 45年には,昭和 40年比 138の伸びを示 しているものの,昭和50年には
昭和 40年と同程度にまで戚少 しているd個和 45年の別 口は専業段家から兼繋良家-の移行があ
ったためのようであ り,農業の振興を忘味するものではない｡また栽其の内等をみると,EI履 ･臨


































まず,出生数,死亡数についてみると.男女の性比は｢女 100人に対する男の割合 ｣で示 した





年度-174人,41年鑑-119人となっており 】年おきに増戚 を練 り虐 している｡ しかし,
llt3-
表 2-2- 1 年度別出生 ･死亡数
△戚少
年 度 出 生 死 亡 自然的増減
総数 局 衣 女 100人に対する勇の削合 && 輿 女 女 100人に対する男の割合 蛤救 輿 衣
昭和 38 183 93 90 103.3 111 53 58 91.4 72 40 32
39 152 78 74 105.4 96 54 42 128,6 56 24 32
40 174 83 91 91,2 !17 58 59 98.3 57 25 32
41 119 62 57 108,8 95 52 43 120.9 24 10 14
42 149 78 71 109.9 117 70 47 148.9 32 8 24
43 142 77 65 118.5 96 51 45 113.3 46 26 20
44 I一l 73 68 107.4 97 52 45 115.6 44 21 23
45 127 67 60 111.7 91 54 37 145.9 36 13 23
46 172 86 86 100 86 43 43 100 86 43 43
47 131 60 71 84.5 100 63 37 170.3 31△ 3 34
48 133 67 66 101.5 87 46 41 112.2 46 21 25
49 128 75 53 141.5 96 51 45 113.3 32 24 8
50 103 53 50 106 86 51 35 145.7 17 2 】3
51 100 54 46 117.JI 87 46 41 112.2 13 8 5
市町村統計台帳 (人口動態統計.保健所資料 )
全体的には右さがりのグラフとなっており.出生数の戚少傾向を示 している｡数値的にみると.昭
和 38年度の 183人に対 して51年鑑には100人と半減 している0 40年代においては.昭和
22- 24年のべど-ブーム朋に生 まれた女子人口が再生産年齢に遷 したため.第二次ベビーブー
ム期 ともいえる時掛 こあたっているため.咽戚を繰 り返しながらもある程度の数は保たれている｡
例外として41年度には特に戚少が激 しいが,これは41年度がヒノ-ウマの年にあたっているた
め,迷信に左右された結果であろう｡このような40年代の傾向に対 して.50年代は減少もしく
は横ばい状懐が続 くのではないかと予想 される｡というのは,家族計画が全国的に普及 したこと,
また出生制限などの影響が考えられる｡
年度別死亡数の推移をみると,これも年度により増戚を繰 り返 している｡ しかし,全体的にみる
と死亡数の動向は,はば横ばい状憶が続いているといえるだろう｡この憤向は.平均寿命が延長 し,
｢人生 70年 ｣の時代を迎えた今後も続いていくのではないかとナ想 される｡
次に.自然的増減をみることにする｡これは.表 2-2- 1でみられるように,47年度の男子
がわずかに自然減少を示 しているので.後はすべて自然伽 口である｡38年度～ 51年度の合計を
みると,出生数は1,954^ .死亡数は 1,592人で.白紙増加数は592人である｡ところが,
全体的傾向をみると,自然杷加数は徐々に低下している｡というのは,前述のように出生数が減少
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図 2-2-3 自然動態 (資料 牛窓町役場 )
年度の自然増加数が86人であるのに51年任にはわずかに 13人であ り,ほぼ 7分の 1に減少 し
ているOこのままでは,自然戚少の傾向が現われるのも,そう遠 くはないかもしれないO




昭和 43- 5 2年齢 こおける′ト窓町-の総転出者数 と牛窓町からの総転入者数をグラフに&わ し







図 2-21 Ll 社会移働 く御 け村統万一愉 悦 伴民基本台帳 .流劫人lj調帯
による社会移動 )






































子の場合に都市の斑気 ･不景気が転出入の相成に)､きく膨響 してくる0 48年皮より男子の転入者
が女子よりも多くなったのは,不祭zyinのため辞会から肘郷する者が増えたためと考えられようo
以上のように,転出入を総数 ･9J女別でみてきたが,昭和 43-51年度を絶.汁すると牛窓町で
は,娼子2.118人,女子 2,258人,計 4,.'37fS人が転出し,男子 1,198人,女子 1,666人,
計 3,364人が転入 している｡由に,田子 420人.女子 592人,計 1,012人のかなり大きな
社会減少をしたことになる｡
この社会戚少と先に見た自然増加とを合わせて人口の噂戚状態をみると図 2- 2- 7のようであ
る.これによると,自然的には人口は増加 しているが.社会的には戚少 しており,その数は社会減
図 2-2- 7 人口勅使 (瞥科 牛窓町役場 )
少の方が大きいので,結Fd,侮年年憩町の人口は戚少していることに/Jる｡その数は43- 51年
皮までに朝子267人.女子396人‥ 汁665人となっている｡ところが, 51坪庭には人口戚

























































出においては15- 19才が他より著 しく多 く84人で,月Fの28%を占めているのに対 して.
48年度には急成 し30人 となり明子の 13帝を占めるのみとな り,その傾向は50･52年鑑も
Fl-d様であるO 18- 19才 といえば中学卒選者か高校卒選者であ り,この肺同の転出理由としては,
都I~F-の就職 と高学肺化による大学進学 とが考えられる｡そこで, 18- 19才の転出が48年度
に急威 した理由としては,当時のオイルショックにより都市の労働力の脚 父力が低下したこと.ま
た近年は交通の健もよくな り,県内都市への通勤が可能 となったことなどがあげられる｡
ところで, 20- 24才のrB子については,どの年においても,転出 ･転入者は多 くなっている｡
20- 24才の女子についてみるとこの傾向はより取著である｡というのは,異曲省の比率をみる
と,46年度は女子の47飾.48年度は34%, 50年度は 27飾.52年q-は28%と,いず
れも宙い比率を示 している.この原凶 としては,20- 24才は女子の結姉適令朗 と考 えられてい
ることから,結婚のための転出入者がこのような特徴 となって現われたためであろう｡ ところが,
25- 29才の異必罰数も近/･tになるほど比率を増 し,その差はかなり小 さくなっている｡ という





才の明子の勘合. 46･48･50年皮 とも軽出が転入をかなり上 回 っているのに52年虻には
その傾向が逆転 し,転入が転出をか/iり上回 り, 20-24Jをもしのいでいる｡このように,
用子の転入年齢が-僻個IEEくなったのは,人草を終えて帰郷せず休会で就職 したT;及び砧按を乍繋













(汗料 年寄mJ役場 ) (即IiT:人 )
転出後の雌 46年 -la咋 50J,f-: 52作 転人前の他 ･l6叩 ･[8'Ti 50咋 52叩
岡 山 市 220 179 155 lJ/i 岡 山 lfT 日 18 136 88 121
倉 敷 市 L5 24 19 I () 合 倣 巾 27 19 2二一 ll
印 LLJ 市 6 0 い 8 坪 山 市 ニ1 3 .i 3
玉 野 市 3 2 り 0lf 野 市 2 12 1 Lq
笠 岡 TFr 2 1 0 1 TL 間 中 :i 0 0 0
総 社 lhJ 1 5 り (ー 松 子二 市 0 5 0 U
帯 環喜 市 2 り I 1 高 巧i 巾 0 4 り I
新 見 TTJ- 1 6 0 り新 見 市 0 0 1 0
備 前 市 16 16 7 6 備 前 TT 7 ｣ 5 /
御 津 郡 0 i) 1 2 )f )fIiA 市 Lt 1 0 1
赤 磐 郡 12 ニー 6 4 卸 r 那 1 16 0 1
†l 気 d1! 2 1 1 2 赤 懲 拙 3 15 l 7
出 久 郡 3n 58 78 56 柵 坑 珊 12 0 1 J
都 窪 郡 1 2 ti 久 郎 34 24 33 26
浅 口 郡 3 2 :i I節 理 lTu り 0 0 0
小 田 郎 2 1 窺 Lj 珊 :I 0 0 0
上 屠 郎 1 1 L 娼 郡 1 I 0 1
主'1 岸 郡 6 り 山.鮎 郎 0 7 0 1
富 LIl 耶 2 こう :i 筈 は一 郎 0 tl 1 0
英 LEl 耶 1 1 英 日■一 郎 U 1 0 0
川 上 部 1 1 1 /i 米 榔 0 U 2 2
久 米 俳 I` 勝 LU 抑 0 1 1 3
不 明 2 ･1 I 阿 Ff t_ni り 1 0 0
p7r 355 .lil ')～尺2 23li 児 ′,詰 郡 ∩ 1 0 0
叩-5出入,他和 50'rli- 78人,HflfrI52fF-56人と/A.'ってお Ip),それそれその年の総慌山岸
敬の 85%, 186多, 277倦, 241串を占めているd削合か らみると,耶円-の転出串 は高
くなっている｡』久郡では,国鉄赤他線が昭和 '17帯に打l/_とから索IN']ll｣齢 まで全様βEll止したことに
より,長船町 .邑久町を,JR他線が止 り,l桐山-の時間的短縮が/itされ,ド馴_l｣-山やす くなった｡こ
のような交通鰍渦の堪鵬によるid動憾U')拡 大/i'とから住い‡を郊外 で便利なIr6町 -求 める人もでてき
たためでは7,L'いかと償われる. これに対 して,Ji審問は,∴スしかidってお らず .朋LLlへLJ.るため
には将[和がtかかりイく雁であるo
その他では,隣接地 であ る1.日IJlji川Tがあげ ら才lるo LウLL,よからもわかるように,胴fH46埠.
aBil-:- 16人,H抑 15()咋- 7人,rI付和52年-6人と少LL'いoまた,その他の地域-の転ttHよご
く少数であ r),個人的IrU佃のためで,特 にil:会的/f彫甥によるものは′L'いであろうと.lLJ･.われる｡
日用に と`帆1したものにJ7いての]くがJヱ:-コ-.iである ,二才=こよる と,L附けごと転出 したも
のもやはf)岡山市 ･邑久InSが多い .1耶7-日521-Flには全体で (i5日川1,の転LL'-がみられたが,その うち
-125--
衷 2-2-3 県内における世相ごとの転出入
(資料 牛窓町役鵜 ) (蝦位 二世碍)
転出後の地 46年 48年 50年 52年 転人前の地 46年 48年 50年 52咋
岡 山 市 33 27 15 16 岡 山 市 21 I24 ll 27
倉 敷 市 9 6 5 3 倉 敷 市 5 6 6 7
坪 山 市 0 0 0 3 坪 LJ 市 0 I 0 1
新 見 市 1 0 0 0備 前 市 1 0 0 2
備 前 市 1 2 0 2 玉 野 TF 0 3 1 1
玉 野 市 4 0 0 0挽 杜 市 0 1 0 0
組 社 市 1 】 0 0笠 岡 市 1 0 0 0
笠 岡 市 1 0 0 0高 梁 TF 0 2 0 0
御 坪 郡 0 2 0 1 御 酔 郡 ∩ 1 0 0
上 房 郡 1 0 0 1 赤 磐 郡 0 2 1 1
小 田 郡 1 0 0 0邑 久 郡 5 3 6 6








者は.両市をあわせると昭和46年- 135人,H/ll-日48/l:- 】55人,昭和 50年1 10】人.
昭和52年 -139人とな り,総転入.'1政の51.9飾,5バ5%.664飾,68】帝を.Jlめてい
る｡











糞 2- 21 4 県内男女別転出転入者数 (個和52咋皮 ) (托料 牛窓町役場L)
(転出) (転入)
地 名 総 数 囚 甥 (刀 i( UJ 組 数 (刃 労 しり 女 川
糊 lJ 市 132 57 75 124 55 69
台 数 市 10 6 4 15 7 8
坪 山 市 R ｣ 4 3 2 1
玉 野 市 0 0 0 8 3 5
備 前 市 6 3 3 7 2 5
笠 岡 市 1 1 0 0 0 0
高 梁 市 1 0 】 1 0 1
井 原 市 り 0 0 1 0 1
邑 久 郡 56 23 33 16 】2 14
御 搾 那 2 0 2 1 0 l
赤 磐 那 4 1 3 7 2 5
和 気 郡 2 0 2 ▲l 1 3
都 建 部 2 1 1 0 0 0
浅 口 郡 1 1 0 0 0 0
吉 僻 郡 】 0 1 0 0 0
上 2 1 1 1 0 1
央 庭 部 0 0 0 I 0 1
苫 田 都 1 1 0 0 0 0
久 米 郎 4 0 4 2 1 1
勝 田 部 0 0 0 3 2 1
万が多い｡女性の場合,就職 ･転勤の他に紡蛎のためということが考えられる｡
(2) 県外-の転出,県外からの転入
衣 2- 2-5は県外-の転出者 ･県外からの転入者敬を都道府県別に表わ したものであるO
転出についてみると.1番多いのは大阪府 ･兵btE隈という近低層lの大都市である.大阪跡 ま昭和
46年-72人,的和 48年-40人 昭和 5U咋- 47人,昭和 52年 -27人であ り,兵碓娘
は昭和 46年-42人.昭和 48年-24人,昭和 50年-25人.昭和 52年-30人となって
おり,両県をあわせると総転出者数のそれぞれ51碑,42･9番,45飾,3919車を占めている｡
大阪府 ･兵庫尉 ま岡山県から曲も近い大都市であ り.Il-d県-の転出が多いのは,大都市-の人口流
出現象とみてよいであろう｡同 じ大都市でも束京-の転出者は,大阪府 ･兵蹄鉄-の転出者ほど多
くない.昭和 46年- 10人,昭和 48年1 17人.昭和50年-17人,昭和 52年- 11人であ
る｡虫京は岡山から遠すぎ,大阪 ･兵蕗への人口吸引 加 ;大きいためとみられる｡その他では広曲






転出後の地 46年 48年 50年 52年 転人前の地 46年 48年 50年 52年
北 0 2 4 0 北 海 道 0 0 0 4
岩 手 県 0 0 0 4 岩 手 県 0 0 2 0
宮 城 県 0 1 0 0青 森 県 0 0 1 0
福 島 県 1 0 1 1 新 潟 県 0 0 0 1
茨 木 県 0 1 0 0宙 山 県 0 0 0 0
埼 玉 県 4 3 3 0宮 城 県 1 0 1 0
干 盛 県 1 2 2 1 福 E3 県 0 0 1 0
粟 京 都 10 17 17 1】 埼 玉 県 0 】 1 1
神奈 川 県 4 9 6 3 千 弟 県 5 0 5 7
群 馬 県 0 0 0 1 東 京 都 16 9 3 3
石 川 県 9 0 0 13 神奈 川 県 0 2 2 2
岐 阜 県 5 1 0 1 茨 木 県 2 0 0 0
静 岡 県 0 1 1 1 石 川 県 0 1 0 1
愛 知 県 3 7 5 4 宙 山 県 0 1 0 0
三 毛 県 0 2 1 2 静 岡 県 0 0 0 一▲■
滋 貿 県 0 4 0 0山 梨 県 0 0 0 1
京 都 肘 12 6 8 5 福 井 県 5 0 5 】
大 阪 府 72 40 47 27 愛 知 県 3 2 3 7
兵 年 県 42 24 25 30 岐 阜 県 0 0 1 1
奈 良 県 2 0 3 6 滋 f5:県 0 1 1 0
和歌 山 県 0 0 1 1 京 都 府 8 12 13 8
鳥 取 県 2 0 2 2 大 阪 府 59 Lil 17 51
島 根 県 1 0 2 0兵 碑 県 25 36 30 22
広 島 県 17 8 9 9 奈 良 娘 1 0 ll 4
山 口 県 5 2 2 2 和 歌山 県 0 1 i 1
徳 島 県 1 0 0 1 杏 JH 侭 10 6 4 4
香 川 県 23 3 7 8 嬰 棟 嬢 5 6 2 1
愛 媛 県 5 7 9 5 宿 ,3]Lfi 1 2 i 2
尉 岡 県 3 5 3 1 徳 島 県 0 0 0 3
熊 本 県 0 0 1 2 長 崎 帰 3 0 1 0
長 崎 県 1 1 0 0 鮎 間 取 0 1 0 4
鹿児島 県 0 1 0 0 大 分 県 2 0 0 0
前知 県 0 1 0 U宮 崎 県 I 0 0 1
大 分 県 0 1 1 2 広 払 粕 12 1コ 9 9
山 口 媒 0 2 0 4
沖 柵 県 0 1 0 O












図 2- 2- II
都道府県別申子転入人口(昭和 52年 )
-L3[-






図 2-2-9,212- 10は,lIj和 52年俺の転山者有明女別にみたものを閲にしたものであ
る｡
県外-の世帯ごとの転出は-& 2-2-6に示 したとお りであるが,lLr柑ごとの転出は少ないとい
える｡
次に,県外からの転入者数をみるOこれも点2-2- 5に衣われている.転入者も大阪l付からの





図2-2- 11,2- '2-12は,僻和 52iF虹の牛雀町-の転入者の転入酌の地を野女別にみ
たものを図にしたものである｡
転人前の地をuHif='と転入してきた分だけについてみたのが丘2-2-6であるが,世相ごとV)
表 2-2- 6 柿逝府県別fLriTIごとの転出入 (騨位 :柑渦主)
;転出後の畑 46'rfi -18i-F 50'EF. 52 転入dijの地 ･16咋 48年 50年 52年
北 海 道 0 1 1 0北 梶 崩 () 0 0 2
宮 城 貼 0 1 0 0如 Eb児 0 0 1 0
相 良 県 0 I 0 下 項 _IR 2 2 1 1
埼 玉 県 I 0 1 0鍛 貞 節 3 1 0 0
千 典 県 0 1 0 い 抑庶 JLl県 り 1 0 1
輿 京 都 0 3 1 0 岐 阜 県 0 0 0 3
石 川 県 2 ∩ 0 5 Jii 都 田 2 0 2 1
三 正 県 0 0 0 i 人 阪 府 8 2 ll 9
人 飯 村 LI 6 J 6 兵 岬 穐 3 9 5 .1
兵 価 県 1 3 ･l 5 奈 良 県 0 0 3 2
奈 良 県 0 0 い 1 lf.i 収 V,主 2 0 2 U
広 島 凧 1 1 0 1 Ll ト｣ 県 U 0 O 1
山 口 県 2 0 り 0広 出 航 1 2 0 i
香 川 県 1 0 1 LI 値 IJIL., J.i 0 0. U 1
愛 煙 粍 3 り り l2 前 Hl 県 0 0 1 0
鰻 鳥 県 0 0 0 1 軍 畷 娘 2 2 1 1
沌 矧 tlq 0 i O U軒 槻 県 1 0 0 0
R7l 岡 爆 U 1 1 U 如 IF 舶 0 0 1 0
熊 本 県 0 0 1 0大 分 舶 1 U 0 0
.指 匂l 恥と｢ ~2 0 0 l
(-.汁 28 20 30 28










墳群であろう｡時代順に挙げれば.天神山石竹 ･頗歩山古墳 ･黒鳥古墳 ･波歌山古墳 ･双塚古墳で
あるo このうちでも政敵山古墳については.士朗 り助 として利用されたため規子(-はしてい/iいもの
の.副葬品とし鉄坊 ･馬rfもの-部附絹晶 と推定 される金銅魁品があ り,埋辞された者の支配力の大
きさをうかがい知ることができる｡この古墳は大化改新前に定められた,侮部宙(あまペのあたい























都会であ り,数百間の波戸 ･灯台があるDそして.｢人家数多建列rJり船宿 と云ふに及ばず,渚南
口群居 して交易繁昌の地/T_EP),取の癖字には舶大l=の儒家多 く有て敬千石の渡洋船を造 る-･.｣と
ある｡年番造船の歴史は古く.天平酬 Cにはこの他で六百石郁以上の兵船かつくられたとも言われ,
その伝鰍 よ鎌倉 ･室町の中世馴 こ受け継がれ江戸時代にまで到-3たのであろう.,江戸娼=二は.千石
jL-1.千五百石fL'iみの北梅滋通いの北舶船も造船 されていた｡腐約倍能 については.詳 しい史料はな
いのであるが,回桐棄者については,撃保 6年 (1721)の雌の調べによれば,牛窓村の持 ち船
165隻,宝永 7年 (1710 )の他励商ぺによると鵬的砲門に 50O石以上の大船 57埋あ り,
この うち牛窓村の持ち脇は 13塩 (500-950JF )と/JっているOこれは.年磐がL-I1くから加









衣 2-3- 1 牛窓港船舶 入港数の変化
総 数 汽 船 機 帆 船 帆 船
昭和 5 4,928 2,26`1 521 2,143
6 5,834 2.305 1.224 2,305
7 5,345 2,311 1,011 '2.023
8 4,725 2,3()5 986 1,434
9 4,783 2,350 1,074 1,359
lO 4,796 2,365 1,028 1,463
ll 5,804 21102 I.700 1,514
12 4.574 2,053 1,120 l,401
13 4,903 2,049 I,453 1,401
14 4.927 2,019 1.505 1,403
15 5,77】_ 2,637 - -
16 5.389 2,292 1,710 I,161
い難い｡汽船については.昭和 11年からやや戚少 したものの,昭和 15年には大きく伸びており,
全国的な汽船増力n傾向が設われているのではないだろうか｡嶺帆船は昭和 12年 までは,大き71変






51年 までの 3年毎の入港墜数,総 トン数 .一望当たり平均 ト./敬 を示 したものである｡総現数に
菱 2-3-2 LT一審港船舶入港絵数及び総 トソ数
総 数 総 トソ数 平均 トン数
個和 30 33,399 2.191,866 66,4
33 44.324 2,189,057 49.8
36 59,852 5.811,873 96.9
39 18.939 1,702.819 89.6
42 15,468 1.122,306 72.9
45 ll,079 1,548,l68 140.7
48 7.302 733,321 100.4
51 4,820 563,782 117.0
ついては,鵬和 36年まで増加 してお り.以降 .急激に戚少 しているのであるOこれは.陸上輸送
機関 し鉄道, トラック)の脚加 と交通網の唾備 と併わせ考えTsければならないようである｡一隻当




漁港 としての性格 も強 くはないようである｡昭和 52年漁家数は 142戸で,そのうち主なもの
は.小型底びき網 31戸 ･小型定位網 38戸 ･刺 し網 12戸である｡FRP船を使 っての沿岸粗菜
が主体であり,兼菜漁家の うち漁業を従 としているものの魔裳が目立ってきている｡近年において
は観光用の一本釣 りが増 えてきている樫で.頼戸円の漁業全体同様に今後の漁業の振興はあまり望
めす,軌癌 としての牛憩の租能 もさらに衰退 してゆ くのではないだろうか｡
裁 2-3-3及び図2-3- 1は,牛窓町の舶翼所統計誠帯より作成 したものであるOこれらよ
表 2-3- 3 年寄の地 区別事業所分布
6 7 8 9 10 ll 12 13 14 計
造 船 13 - 2 - 1 1 - 1 - 18
造 船 関 係 2 1 2 - 1 2 1 - 1 10
船 舶 関 係 - 2 3 - - - 1 - - 6
漁 業 的 係 - 1 2 1 1 - - - 3 8
宿 泊 1 2 1 - 1 1 1 - - 7
飲 食 1 - 4 - 3 2 2 3 - 15
その他の商業的機能有するもの 10 27 31 17 19 14 19 27 l7 184












町の船大工 が多 く働いていたのではないかと考えられる｡これに対 して.ヤソ マー造船は,会社
設立が昭和47年と非常に新 しく, FRP船を建造 している｡ しかし,pRP船については木造
船の技術を必変としないため,岡造船に比べると牛窓との結びつきは弱いo







第 5章 交 通

























る宮適であり6里 28町 (約 27Km)の距離がある｡門田 ･円山 ･沖新田を経て.金岡より吉井川
を船渡しで渡 り乙子 .神崎 ･千手 .鹿忍を通って牛窓港に至ったのである｡備駒国史(こr岡山元横
を発し.門田村 (東照宮御宮玉井宙の下茶屋あJ｡ これより上り坂なり｡)峠茶屋 ･大池茶屋 ｡円
山村 ･合音村 (この村より礎の上を遜るO沖田宮まで同断o).倉益村 ･沖新田 (四番沖田膏より
Tl番川内構内横を渡り.六番.七番 )･金岡村 (取大川鴨,都会なり,船波にて邑久部に入るo)
･新村 ･乙手相 ･神崎村 ･事田村 ･色久郷村 ･F阿知村 ･上阿知村 ･千手村(当村より鹿忍村へ出
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0 人 (. = 事!J)刻t･抽











3 明治 .大正 ･昭和湖
江戸時代には箱府によって車両の虻用は一般に欝 lヒきれていた｡そのため陸上の物資の噸送は,
もっぱら馬Iこたまったものであった｡しかし明治に入り申両の使用が許可きれると鍾々の車両が















大正恥 こ乗合馬申 ･乗合自動車が帝人されf=ことは先に述べたが.鹿忍町史 (昭和29年刊 )
によれは.r陸上交通で営業としてのものは大正元年十月大宮村上阿畑より現在の西大寺涙道に
至る掩線を走る乗合馬車lこよるものが初まりである｡その記録を記すると次の皿り











事柄番号 岡 6号 (T型 フ ォー ド )


































路 線 名 距離 幅引 改良串
④ tlJT m i ⑤ khI m i
西 大 寺 ,年 若 線 6.22 6.5 100 偏 雷六 千 手 繰 I.3 3- 6 23.1
⑧ A,Jr Tn 令㊤ 也 m 兎
備 曲 .牛 窓 線 5.25 6 92.4 .上 山 m.腐 忍 線 2.9 3 12.1⑥ kJr m ¢㊨ khr Tl i









































図3- i- 5 牛窓l町の主要町道
路 線 名 距 離 偏 見
④ 1,8khI 3～ 4TL ㊦ 1.6kJI 37n前 島 環 状 線 宮 山 繰
㊨ 2,3kN 3～ 5m ㊨ 1.6khT 5m
閑 町 常 町 環 状 線 後 谷 線◎ 2_6kpI 3～ 6m ㊨ 3-5kJr 67n蓮 江 線 上 山 幹 線
⑳ 4.4kJI 3～57TZ ① 2kl 4～ 6Tn牛 宮 観 光 - 母 線 干 拓 一 号 繰




















































































































儲 4-,r9%% '鑓 貸詣 設)
















運 行 ル ー ト 延 長 遡行回数
@ 牛 窓 北 線 年番-鹿忍中一神崎-西大寺-岡山 2 9kh, 2 8往復












年 寄 北 終 年若始発 天和屋発原終
6:12 2i:15
牛 宕 両 線 牛窓始発 〟
6:30 21:45
西 脇 線 年寄始発 西脇菟最終平日18:35
6:50 日舞 17:30
吸升 .師架線 牛窓始発 幹再発最終
衷 3-1 12 バス運行時間
資料 ･両齢バス牛窓営業所





5 自家用申 r ' r
図3-1-8は.岡山県における自動申笠鼻台丑の推移を示したものである｡ことに昭和 40
年以降の台数の増加が注目され,モ･-タリゼーシ】ンの普及を物語っているOモータリゼーショ




昭 3031 32 3334 3 5 36 37 38 39 40 4142 43 ･14 45 46 47 48 49 50 51 52
図 3-1-8 岡山県自利申登録台数 資料 ･陸運留番節
-ト 9ーL
(千台)
昭42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52






































第 2節 海 上交通
牛窓港は北に1しけu)を背おい.南に 瑞 ノ-f出.小 ノT鳥.盟曲.前曲.若鳥.青島が臓たわ って














Hi子の来生,将埠の埋転を鹿増して.座長 1･Z(1607)坪か ら文化 8(1811)年まで12
回来朝しているo朝鮮使節の迎接qrは駿河回純粋D的那 幹と'f窓か選ばれたが .牛筈は航晦沿線
の唯一の接待宿泊所として.塩水 13(16丁う6)牢から明和元年 (1764年 )に至る128
-T51-




いの大冊は ,簡国地先海上の案内 と接待 とを蒋府から命 じられていたので.備前藩 としては.米朝
の節は.直ちに接待の役職員が任命され .滞船の捗遡 .加干 ノ浦か らの船や水主の徴発準備 ,接待
所や沿道町筋の家の俸緒 .あるいは馳走の献立が協議 され.来朝 1ケ月位前か ら係且は年潜に詰め
て.各々準肺に忙殺 した｡使節の ｣弓が備後掛 こ到着の報が伝えられると.船奉行は迎船を率 いて
下津井で出迎え,年寄一泊ののち播州室津で別れて帰 った｡編欄 の際は.満願国境海上で出迎え .
牛欝に｣白した後 ,備前備後国境海上で別れて抑 ったのであるC
この儀礼的な交渉は,次軌 こ大規模 とな り,使者の一行 も多い時は,500人を越 えるようにな
った｡使節への接待は,捧肘の権鞍を内外lこ誇示する手段でもあ ったため.多顎の経班を要し,備
前苛の負担 も大 きかったC八代将軍吉寮の就任を甥するために革保 4(1719)年に来 日した朝
鮮使節の例でみると,-i亨は 476人で .備前港は.一行が備前沖を通る間lこ.総計で865鮫の
船を職員 して送迎したOちなみにその中には.民船 740性が含まれていた｡また将軍家宜の就任
を賀するために正篠元 (1711)年に来 日した朝鮮使節の送迎には.大小 1,156扱 もの船が動
員されているO明暦元年までは.使節は木蓮寺で迎接 され ,天和以後はもっぱ ら御茶屋が迎接の公
館として使用 された｡牛寄港に寄港したときには,掛 ま大船小船で埋ま り,船 と家々とlこ掲げた歓
迎のち上うちんが波にゆれた｡正使.副使 .荏-S官の三陵は.木津寺.御茶屋で.また他は本願や
町筋の｢般民家で接待され.魅町総戸数の 6割がそれlこ当てられたから.港は異国惜掛 こ満ちたD
これらの民船や民家には.滞当局から手当米が支給されT=が .十分ではなか ったので,民船価か ら
追加支給を要求 している｡全 く冊当局も.常民 も負担 に苦しむ有様であったC
釆 3-2-1 朝鮮使節の来訪
宿 泊 年 月 日 将 qi 朝 鮮 使 節 接待人員 くべ正 使 副 従蛸宮
潅水 13(1636)年 11月 家 光 任 統 金世緋 丘広度 278
寛水20(1643)年 6月 lEl 家 光 PFL偏之 租 的 中 浦 480
明潜 元 (1655)年 8月25日 家 綱 樋 桁 命 鳩 南髄翼 474
天和 2 (1682)年 7月 21日 綱 吉 ヲ地上売 季彦綱 朴 507
正徳 元 (1711)年 9月 12日 家 宜 竣虞僚 仁守幹 季邦彦 460










東lこ牛乳 西｡こ下坪井をもち,下り退行lこ対しては牛寄港に,上 r)退行(こ対しては下坪井掛 こ使者
をHjして.通行者の身分格式と通行用務にJLIじて碑助走を度胸した｡そのため.牛窓には巡見使.
上陸.その他井帝都用使者や参勤交代の御盛船か寄航したのである.















留帳 ｣に所収の海上漣船御馳走囲係記軌 こよって,元栓 ･I年から同 6年までみたものが袋 3-2-
2である｡この表によれば.荷府御mで内船通行したものは.元禄 4年に8]通行.同5年Iこ4通行,
同 6年に 7通行あって.3ケ年平均でみれば牢 6通行あったことになる｡このうち年憩が関わった
ものが.7･通行ある. 1
巡見使通行の例として,元禄 4年3月西国巡見の正木藤右裾門.西与-左衝門の一行がある｡こ
の時は次のように牛懲港Iこ捷者を出している｡すfLわら.元禄 4年 ｢留帳｣に ,
三月十九目





衷 3-2-2 蒋府徴用瀬戸内海通行免(元禄 4- 6年 )
年 月 日 通 行 用 務 通 行 者 上下別 岡 山漕 御 馳 走
場 所 内 容
元禄J.3.19 西国巡 見便 ぽ 与警 芸E3 下 牛窓菱 通船 使者挨拶
5. 3 上便,筑後4m]川より 杉 野.久 助戸川 ヰ右衛門 上下 下津井表 ク船繋 0 0
5.14 宇治榔茶御用 0 0
〔 19 使.肥前歯坪へ 実角 2捜
[6.17 上使.肥前店枠より EI山岡 十兵衛藤 懸 釆 女 上 牛 窓 ク 使者挨拶
10.21/y 2 長崎より衝荷物 LI/y0上 下津井糞通船 o鮒継
長崎準行 /y ク o挨拶
長崎より衝荷物 LI O o船緋
元禄 5. 7.2 便 0 0 o 賄方
10.12 長崎峯行 山 岡 対 馬 守( 芸芸 芸≡芸芸f≡ 開票 呂冒仙買 冒言 牛窓衷 o o 挨拶
ll. 9 0 室 砕盤 o 〃 賄方
0 徽 o 〃挨拶
元禄 6. 6.4 上便 .ii崎へ 下 牛窓表 Q 〝 賄方
〟 長崎より御荷物 上 O Lr o挨拶
7.15 上便 ,鐘崎より 〟下 下津井蓑 〃 〃 鵬方
9. 2 長崎奉行 Td'城 越 前 守 LF怒表 o 〃挨拶
924 使 ii へ 〟 /y O L, 0
l l. 2 長崎より御荷物 上/y 下津井表 o ク ク
注 1･ 日付で 〔〕印のものは.岡山膚の既着が旗拶の口上を述べ進物等を願 ったRであるが.
その他は.そのような日が判明しないので.御馳走役人が城下岡山を出発 したElを示した.




















































せしめたもので,実測良さ678メートル(記録三百七十三間 ).馬頭2.7メー トル (･一間半 )で
ある.津田永忠は.替討奉行として諸役の人選 ,人足の徴用 .採石助の擬 や工場計画を立案して





























に従*-する船待ちが多かった.畢保 6(172ユ)年の稀の調へた,牛窓村の持ち船 1651凱 ま
た宝永 7(17 10 )年の地船調べによると肺飢箭円に500石以上の大船 57鰹あり.このうら













第 4章 経 済 構 造
第 1節 農 業
1 耕地の推移と土地利用の変遷
(I) 出薬的土地利用の背膨


















牛窓町の絵面軌 ま2760kiであり,うち宅地は 1208ha,耕地は798.4ha(田 2010ha
･Et1597_4ha)である｡桝地率が289卸二まで/1 r).まさに ｢山の⊥にまで卿が広がる｣とい
った状態であるo
牛窓町の桝地面何の変遷を年をおってみて行 (と一叢 4- 1- 1のようになる｡搬前までは開塾
や塊屯によって耕地面相は年々増加する噸同にあった｡符に明治 40年にrl工 し,昭和 37年に完
成 した長浜汚開墾は有名であるo職争中に労価刀の不足/Sどから排地面矧 ま一時減少 したが,その




表 4- 112は最近の耕地利用の変遷を著わしたものであるが,田の面掛 ま昭和 35年に236r42
aぁったものが,昭和 50年には 17,905tlとiに液少しているn同 じように畑の面倒も51,006a
-I.59T
(単位 : ,i )
表 4- I- 1 呆け地面も-1の変遷
年 潜 鹿 忍 長 浜 大 宮
明治 41年人rE 15昭和 咋 20.4701,60334 22,0387800 20.400 5,549
ll 23.900 27,630 20.930
16 23,900 27,540 20,420
24 25,490 28,440 20,400
3 2868 .4Ll 5357
40 21,871 20,721 24.939 5.759
45 20,681 19,261 24,288 6,076
50 18,477 15,484 17,924 4,923
茸 4- 1-2 耕地面筒の円わけ
注 :腿裳センサス If'Yij山県統計年報
(単位 :a)
経営桝地組両税 田 畑 樹 BEI地
肘和 50年 56,808 17,905 37,865 1,038
45 70,306 23.023 46,385 898
40 74,115 24.459 49,128 528
35 75,001 23,642 51.006 353
任 :段裳セ ソサス
から37,865aに減少 している中で,わずかではあるが樹園地面名-1は帖和 35年に 353aであ
ったものが昭和 50年には3倍の 1,038aに増加 しているoこれは全国的71-憤Il'lであるが,政府
の果儀典軌に伴 って.牛窓町でも山の崎面を利用 したみかんを中心 とする樋園地が発達 して来たた
めであるO中でも牛窓のオ 1)-ブ園や鹿忍のみかん狩 り園は股近注目されている観光出園 として都
市の人の人気を喋 めている0
滴にも述J<たように.牛窓町は地形的に平地が少なく/水の優 も惑 いことか ら,排他の多 くは畑地
として利用されているo総研地面6rlに対する畑地の割合を全国と比較 してみたのが凶 ∠l1 1- 1で
あるo越耕地面相に対する畑地面相の測合は,全国平均で 300i,rl('3LlI)it平均は 175飾である
のと比へて.牛思町では662多とかなり高 いことがわかる0日本の段村は-蝦 に稲作I-+心形であ
るのに対 して咋窓町では古 くから野菜中心の出発が営 まれているのであるo
牛窓dIの畑け出の分布菅栄落ごとに見ていくと,図 4- 1- 2のように純分の地域差が認められるo
長浜 では/J(m面倒 がAj]地面も'itこかなり接近 していることがわかる｡ しか し長浜では古くからの平地
は水田として利用 されているものの,長浜簡閲堪地はそのほとんどが野菜我執 こ腰用 されてお り,
ここではビニール′､ウスを利用 した促成栽培も盛んである｡
年窓掛 こ血 した地域では,背後の山腹に加が広がってお r),逓地裁H･魯中心 とした解約的農薬が
-160-
10 (%)
□ mr - 樹馳 匡 喜ヨ 畑
荘 :｢1975年良薬セソサス｣より作成
図 4- 1-1 耕托別利用の割合
関.4- I- 2 地区別田畑面祁
-lらl-
持運 している｡前島では経営耕地軒桁 ･い107ilの内.90車に､1る4.296aが加地として利用
されているoその他にも図4- 1-2には記 していないが樹威地も年番湾ぞいに多く,オ リー ブ園
のある練絹では耕地戚面相の 16針こ当る199mの樹園地がある1
出家一戸当の平均経営耕地両税は073haであり,経営耕地面flr1ha以上の出家敬は全体の27.6




















課のfE料によると,昭和33年-同36年に前島,同 39年-同 42年に肺炎,同 41年-同42
年に沖 .野上.同 43年～ 44符に稜相,同 LILI坪-同46年に後谷で各 水々鈎 ･監道 ･紗櫓機盤




















計画では邑久から牛窓まで水路 トン不ルを蚊用 して水を引 き.これが完成すると年寄町 (一部邑
久町を含む)500/はの戯地に水を送ることが-nJ能であるn (図 4-1-3参暇 )これに伴って,





















どの埋立地が農地 として利用 されているOその他にも,牛窓港 ･鹿忍港周辺にある港濁史脈に伴 っ
た埋立地には,公共建築物 ･工場その他の建築物が立ち鵡んでいる0年窓町の堀運は埋立によるも
のとも言えるn
｢長浜村史 ｣の桑槍雑記には,長掛 こおける開墾 .埋江の大きなものを記 してあるOその中から
主なものを垂訳 してみる∩
打) 長浜部開塾
明治 40年 4月岡山の人杉山磐三郎其節の許可をJftlて長浜幣の粥軌 こ眉手,大正6年東京保貴社
















この他にも各地で大小の坦1.g_地が見られるが.良 JC別便のものは前述 した長桝 開_*であろうo








- / 注 :｢長浜付託 ｣より









元長廃村は,東方は長浜湾を離 して海に面 し,軌 南,北の二万は山を負い,地勢既ね丘陵にし
て膿抑 こ便ならずoLかも地域挟r掛こして耕地に乏しく耕地 の拡根を閑らんとせば.長東商を開墾






によりて起工し.明治四十五年潮止めを完 し,工船は着々として進捗 し,其一部は既に耕作を為 し
つつありLに,大正四年九月七日泉風の為め大事堤防は殆んど決出 して元の海面 と成 り.莫大なる
工貨 と幾多の苦労は一夜にして水泡に帰 し又正つつ能わざるに至 りLが,起業者杉山氏と元より親
交厚かりし財界の名門安田善次郎氏が,杉山氏の素志春宵徹せしむべく自ら立ちて本開塾干拓事業
を地車 して再興することとなり,築堤の設計を凹字型に変更 し,約五十町歩区域を縮少 して工串に













特別委員長 野 口 匠崩太
甥 串 原 野 虞三郎
-166-
理 事 神 宝 良 一













ち,日曜段業をしながら虚業以外の仕事に人々が収を求めたのであろうo (衷 41 1- 3参照 )
裳41】-3 B豊家 率 (単位 :戸,多)
船 脚 敢 段 家 政 段 家 率
胸細50年 2.614 782 29.9















(棉 ) 琵 琶 国 農業従綿
鯛 l [♯ 擁 堆 琉 '7'0'="i:;223WjLiL/#l l
l初 助 放 密 易 高二′傷 杉 鞍 夢 易
影劣 拓 56二r宅杉 雰 淵 ~ l




























20- 30- 4O- 5O- 60- (年齢)
琵 :｢1975年虚業セソサス｣より作成
図 4- 1-6 年聞及菜従訴l〕教則人口
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このよう/J農家の兼業化の傾向は牛窓町に別 ､ても見られる｡衣 4- 1- 4は専業 ･兼業別段家
政の変遷を年代を追って見たものであるo大正12年の長浜の例(5-･翼段家数 254戸 ･兼其戯家
数 26戸 )でもわかるように.俄前は牛窓町の出家はほとんどが専業出家であった｡ しかし,職後
衣 4- 1-4 牛窓町のE3家柾別戸数の変遷 (単位 :人 )
出 家 総 数 専業良家教 l 兼 某 良 家
第 一 碓 第 二 席
昭和 50年 782 185 232 365
45 895 289 308 298
40 956 481 233 242
35 1,088 655 233 222
30大正 12 1,198 81425 384
琵 :良美センサス 昭和 30年町努変転







ると.牛窓町は専裳農家の割合が特に高いことに気づく｡(蓑 4- 1- 5)邑久郡平均が13%で
あるが,邑久郡では牛窓町以外の町の中葉段家率が低く(邑久町 11.2飾･長船町 7･7飾),逆に
第二播雑業股家率が高い(邑久町 71.0帝･艮船町 85.6番 )oこのように隣接 した町 と比べても
牛窓町には店家にとって戯繋収入のウェー トの大きい出家が多いo
衣 4- I-5 出家眉はUJ5敷 く単位 二歩)
専 業 股 家 第一停点泉出家 第二度兼菜良家
全 国 13 25 62
岡 山 県 9 17 73
邑 久 郡 13 17 70
牛 窓 町 24 30 46
江:｢1975年戯巽セノサス｣ I
牛窓町の発案化の特色は どこから来るものであろうか｡年寄町と邑久 ･長船町を比較 した勘合に.
前者は県下有数の野菜栽培地成であるのに対して後者は稲作地域であるoさらに,牛窓町内を見て
みると,牛窓町牛窓の専業戯家率は35車,同鹿題は22飾.同長浜は 16飾,大宮は 19車と始











勤圏円の後継ぎ虻代は安定的恒常血助勤病に就 き.いずれは非出家に向 う趨家が多 く7,fろうo (表
4-116参照 )
牛窓町の自営凍業者数が昭和 35年の 148人から昭和 50年には73人に減少 したのに対 して,
屈用難業は307人から535人に増加をし,符にt{1得的勤務の増加は著 しいoその他に.腎柴栽
膚出家の特質として労助力を他の仕事に分配 しにくいため,ロやとい･臨時屈も増加 している.た




わっていくだろうo ｣と,ある人が話 しておられた｡現任でこそ,年寄町には 40代 ･50代の働
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衣 4- 1-6 歳菜種別就業人数
(単位 :人,飾)
牛 窓 町 牛 窓 町 全 国
(昭和 35年 ) (昭和 50年 ) (個和 50年 )
第 檀 計 174(刃 199囚 50_0(%)用 恒常的勤務 115 125 26.0
- 兼 出 かせ ぎ 3 - 0.8
鍾 業 日娼臨時嘘 56 74 23.2
自 計 59 33 50_0
栄 営 林 業 1 - 10.6
莱 栄 漁 業 ユ8 15 ll.4
英 そ の 他 J 40 18 38_0
第 雇 汁 133 326 50.0用 恒常的勤病 1 275 39_8
兼 出 か せ ぎ 1 0.5
倭 菜 ロkLi臨時層 20 50 9.7
自 計 89 398 50.0
栄 営 林 業 l 12.2
莱 兼 漁 業 26 1 15,6
莱 そ の 他 62 31 47.2
任 :｢1975年出薬センサス｣







牛窓町の腿菜は昭和 52年現在,耕地率 333歩,そのうち畑地率 70.6%という,県円で最 も
畑地串の商い特徴的なあり方を しているoそして,表 4-1-7に見るように邑久都円では群 を抜





陵地形で,水利のある粥川はIiく.背後に偵拓 50- 100′刀の小山脈が迫 って浴 り,耕地として
は窄細に区画 して傾斜舶 ･段畑 ･棚田 ･谷田等を形成せざる朝 等ない地形である0-7工 社会的に
- 1 7 2 -
